
1 月 1日㊋～６日㊐ 佐倉市広報番組 「チャンネルさくら」にて蕨市長・櫻井議長の新年のご挨拶を放送します
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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希

望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
は
、『
第
四
次
佐
倉
市
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
』
が
最
終
年
度
を
迎
え
ま

す
。
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
と
少

子
高
齢
化
へ
対
応
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ま

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
各
種
施
策

の
集
大
成
の
年
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
ま
ず
、
子
育
て
施
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

再
び
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
達
成
し
、
こ
れ
を

継
続
し
て
い
く
た
め
に
、
保
育
園
整
備
を

強
力
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

市
内
の
全
て
の
日
常
生
活
圏
域
に
整
備
さ

れ
た
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

核
と
し
、
子
育
て
世
代
が
安
心
し
て
相
談

で
き
る
体
制
を
確
立
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
施
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
内
五
圏
域
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
拠
点
に
、
介
護
が
必
要
な
か
た
も
、
そ
う

で
な
い
か
た
も
、
そ
し
て
地
域
の
団
体
や
企

業
等
も
包
含
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
・
拡
充
に
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
に
は
、
起
業
・
創
業
を
志

す
か
た
や
多
様
な
働
き
か
た
を
望
む
か
た

が
た
の
拠
点
、『
佐
倉
市
ス
マ
ー
ト
オ
フ
ィ

ス
プ
レ
イ
ス
』
が
開
設
予
定
で
す
。
Ａ
Ｉ

や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
を
駆
使
し
未
来
を
牽
引
す

る
起
業
家
を
支
援
し
、
産
官
学
連
携
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。　

　
今
後
と
も
、
選
ば
れ
る
ま
ち
・
未
来
の

佐
倉
の
礎
を
築
く
べ
く
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
新
年
に
あ
た
り
、
皆
さ
ま
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。　

　
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上

げ
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
新
し
い
年
の
幕
開
け
を
心
健
や
か

に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
平
素
は
、
市
議
会
の
活
動
に

対
し
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
、
市
議
会
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ま
に
対
す
る
積
極
的
な
情
報
発
信
を
推

進
す
べ
く
、
本
会
議
場
傍
聴
席
に
お
け

る
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
の
設
置
及
び
車
い

す
専
用
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、
更
に
は
傍

聴
者
へ
の
配
付
資
料
の
拡
充
を
行
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
小
さ
な
お
子
さ
ま
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
市
民
の
皆
さ
ま
に
も
、
安
心
し

て
議
会
傍
聴
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

臨
時
託
児
室
を
設
置
す
る
な
ど
、
傍
聴

環
境
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。
引
き
続

き
、
市
民
の
皆
さ
ま
へ
よ
り
開
か
れ
た

市
議
会
を
目
指
し
て
、
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

現
在
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
に

よ
り
、
国
も
地
方
も
大
き
く
変
革
す
る

中
で
、
地
方
の
果
た
す
役
割
は
、
ま
す

ま
す
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
本
市

に
お
い
て
も
、
定
住
人
口
・
交
流
人
口

の
増
加
対
策
や
、
将
来
に
わ
た
っ
て
住

み
続
け
た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し
て

注
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
市
議
会

と
い
た
し
ま
し
て
、
山
積
す
る
課
題
に

対
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
、
よ
り
身

近
な
議
会
と
な
る
よ
う
、
議
会
改
革
を

進
め
、
皆
さ
ま
と
連
携
し
、
皆
さ
ま
の

声
を
行
政
に
届
け
、
的
確
に
反
映
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し

て
幸
多
き
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

よ
り
開
か
れ
た
市
議
会
を
目
指
し
て

佐倉市議会議長
櫻井 道明

選
ば
れ
る
ま
ち
　
未
来
の
佐
倉
へ
の
礎
を

佐倉市長
蕨
わらび
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こ
う
ほ
う

《
写
真
説
明
》

1
印
旛
沼
か
ら
臨
む
朝
日

2
ふ
る
さ
と
広
場
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

3
佐
倉
の
秋
祭
り
（
弥
勒
町
）

4
佐
倉
城
址
公
園
の
桜

１
３
４

2

謹
賀

新
年

可
能
性
と

  
希
望
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち 

佐
倉
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期
日　

１
月
14
日
（
月
・
祝
）

場
所　

市
民
音
楽
ホ
ー
ル

平
成
31
年 

成
人
式

新
成
人
が
自
分
た
ち
で
企
画
し
た
式
で
、

佐
倉
市
の
未
来
を
担
う
若
者
の
門
出
を
祝
福
！

■
佐
倉
日
蘭
協
会　
オ
ラ
ン
ダ
語

入
門
講
座

日 

１
月
19
日
〜
３
月
９
日

（
毎
週
土
曜
日
・
全
８
回
）

午
前
10
時
15
分
〜
11
時
45
分　

要
申
し
込
み

講 

山
岡
み
ち
代 

（
佐
倉
日
蘭
協

会
副
会
長
）

場 
ミ
レ
ニ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
佐
倉

費 
１
万
円

定 
10
人
（
先
着
順
）

申 

問 
文
化
課

☎
（
４
８
４
）
６
１
９
１

℻
（
４
８
６
）
９
４
０
１

 bunka@
city.sakura.lg.jp

■
た
こ
あ
げ
大
会

　
自
慢
の
た
こ
を
あ
げ
て
み
ま
せ

ん
か
。高
く
あ
が
っ
た
り
、ユ
ニ
ー

ク
な
た
こ
を
表
彰
し
ま
す
。
参
加

を
ご
希
望
の
か
た
は
、
当
日
、
直

接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日 

１
月
20
日
㈰
午
前
９
時
30
分

〜
11
時
30
分
（
荒
天
中
止
）

無
料
・
申
し
込
み
不
要

場 

岩
名
運
動
公
園

※
釣
り
ざ
お
を
使
用
し
た
た
こ
あ

げ
は
で
き
ま
せ
ん

問 

佐
倉
市
青
少
年
相
談
員
連
絡

協
議
会
事
務
局（
児
童
青
少
年
課
）

☎
（
４
８
４
）
６
１
９
０

■
歴
博
館
長
特
別
講
演
会

「
近
世
の
道
は
き
れ
い
だ
っ
た
か
」

日 

１
月
26
日
㈯
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

無
料
・
申
し
込
み
不
要

場 

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

講 

久
留
島
浩
（
国
立
歴
史
民
俗

博
物
館 

館
長
）

定 

２
６
０
人
（
先
着
順
）

問 

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
友
の
会

☎
（
４
８
６
）
８
０
１
１

■
講
習
会
「
手
作
り
味
噌
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
！
」

日 

２
月
９
日
㈯
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

（
受
付
開
始
午
後
１
時
15
分
）

場 

青
少
年
セ
ン
タ
ー

費 
２
１
０
０
円
（
材
料
費
）

対 
16
歳
以
上

定 
24
人
（
先
着
順
）

申 

問 
岩
名
運
動
公
園

☎
（
４
８
３
）
０
１
３
１

（
１
月
10
日
㈭
午
後
１
時
か
ら
受
付
）

開
館
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時（
入
館
は
午
後
５
時
30
分
ま
で
）

休
館
日
　
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
開
館
、
翌
日
休
館
）

◉
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

日
時
　
３
月
２
日
㈯
午
後
２
時
〜

無
料
・
申
し
込
み
不
要

講
師　

上
野
正
人
（
秋
山
庄
太

郎
写
真
芸
術
館 

館
長
・
学
芸
員
）

※
参
加
に
は
観
覧
券
が
必
要

◉
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
フ
ォ
ト

ア
ー
ト
入
門
「
た
の
し
く
カ
メ

ラ
散
歩
」

日
時
　
３
月
３
日
㈰
午
後
１
時
〜

要
申
し
込
み
・
無
料

講
師
　
舘
弘
美
（
フ
ォ
ト
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
／
秋
山
庄
太
郎
写
真

芸
術
協
会
写
友
会
員
）

申
し
込
み
　
１
月
29
日
㈫
か
ら
受
付

◉
対
話
型
鑑
賞
会
「
赤
ち
ゃ
ん
と

一
緒
に
ミ
テ
・
ハ
ナ
ソ
ウ
・
カ
イ
」

日
時
　
３
月
５
日
㈫
午
前
11
時

〜
正
午

要
申
し
込
み
・
無
料

対
象
　
０
〜
２
歳
児
と
保
護
者

定
員
　
５
組
（
先
着
順
）

申
し
込
み　
１
月
29
日
㈫
か
ら
受
付

※
参
加
に
は
観
覧
券
が
必
要

〒 285－ 0023  佐倉市新町 210  ☎（485）7851
℻（485）9892　　 muse@city.sakura.lg.jp

　
写
真
家
・
秋
山
庄
太
郎
が
撮
影
し
た

女
優
、
俳
優
な
ど
の
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
や
、

花
の
芸
術
作
品
、
欧
州
外
遊
時
の
ス

ナ
ッ
プ
な
ど
約
１
３
０
点
で
、
活
動
の

全
貌
を
紹
介
し
ま
す
。

観覧料　一般 800 円、大学・高校生 600 円、中・小学生
400円、未就学児無料　※前売りおよび 20人以上の団体は２割引
前売り券は、市立美術館・市民音楽ホール・佐倉市観光協会・
JR 佐倉駅前観光情報センター・ときわ書房志津ステーショ
ンビル店にて、１月５日㈯～ 28 日㈪まで発売　
※１月 28 日㈪は市立美術館・市民音楽ホールは休館日

会
期　

１
月
29
日
㈫
〜
３
月
17
日
㈰

美
し
き
を
よ
り
美
し
く

　
秋
山
庄
太
郎
展

【
記
念
式
典
】（
各
35
分
）

▼
臼
井
・
千
代
田
地
区

　
午
前
10
時
〜

▼
志
津
地
区

　
午
前
11
時
30
分
〜

▼
佐
倉
・
根
郷
・
和
田
・
弥
富

地
区　
午
後
１
時
30
分
〜

※
開
場
お
よ
び
受
付
は
、
各
式

典
の
30
分
前
か
ら

対
象　
平
成
10
年
４
月
２
日
〜
平

成
11
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
か
た

◉
市
外
へ
転
出
し
て
い
て
参

加
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、

児
童
青
少
年
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※
会
場
周
辺
は
大
変
混
雑
し
ま

す
。
で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機

関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

※
会
場
内
へ
の
危
険
物
・
飲
食

物
の
持
ち
込
み
は
禁
止
で
す

問
い
合
わ
せ　
児
童
青
少
年
課

☎
（
４
８
４
）
６
１
９
０

１
月
２
日
㈬
は
入
園
無
料

草
ぶ
え
の
丘
で
お
正
月
を

過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
１
月
２
日
か
ら
開
園
し
ま
す
。

●
お
も
ち
を
つ
い
て
、
お
い
し
く
食
べ
よ
う
！

日
時 

１
月
２
日
㈬
午
前
11
時
〜
・
午
後
２
時
〜　
申
し
込

み
不
要　
費
用 

５
０
０
円　
定
員 

各
回
30
人（
先
着
順
）

※
お
雑
煮
（
１
杯
１
０
０
円
）
の
販
売
も
あ
り
ま
す

●
焼
き
芋
実
演
即
売
会

日
時 

１
月
２
日
㈬
午
前
11
時
〜
（
４
回
開
催
）

※
雨
天
中
止　
申
し
込
み
不
要

費
用 

１
個
１
０
０
円　

定
員 

各
回
先
着
50
人

●
甘
酒
の
無
料
提
供　

日
時 

１
月
２
日
㈬
・
３
日
㈭

午
前
11
時
〜　

無
料
・
申
し
込
み
不
要　
※
な
く
な
り
次
第
終
了

●
折
り
紙
教
室

日
時 

１
月
３
日
㈭
午
前
10
時
30
分
〜・午
後
１
時
30
分
〜

無
料
・
申
し
込
み
不
要　
定
員 

各
回
15
人
（
先
着
順
）

利用案内

開
園
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
３
月
中
旬
ま
で
は
月
曜
休
園

入
園
料　
大
人
４
１
０
円
、
小
中
学
生
１
０
０

円
、
未
就
学
児
無
料　
※
１
月
２
日
㈬
は
無
料

問
い
合
わ
せ　
佐
倉
草
ぶ
え
の
丘

☎（
４
８
５
）
７
８
２
１

立た
つ

身み

流（
県
無
形
文
化
財
指
定
）

　

立
身
流
は
戦
国
時
代
、
立た

つ

身み

三さ
ん
き
ょ
う京

が
創
設
し
た
居
合
、
剣
術
を

中
心
と
し
た
総
合
武
術
で
す
。
平

成
30
年
5
月
に
は
、日
本
遺
産
「
北

総
四
都
市
江
戸
紀
行
」
の
構
成
文

化
財
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

日
時　
１
月
27
日
㈰
午
後
１
時
〜

４
時

場
所　
中
央
公
民
館

内
容　

居
合
、
剣
術
な
ど
、
立

身
流
全
般
の
演
武　
（
鑓や

り

、
棒
、

長な
ぎ
な
た刀
、
手
裏
剣
な
ど
）

　

立た
つ

身み

流
抜ぬ

き
ぞ
め初
演
武
大
会
は
、

元
々
、
佐
倉
藩
の
藩
主
臨
席
の
下
、

厳
粛
に
行
わ
れ
る
年
頭
行
事
で
し

た
。
現
在
は
、
日
頃
の
修
行
成
果
を

確
認
し
、一
年
の
目
標
を
定
め
る
と

と
も
に
、立
身
流
を
広
く
紹
介
す
る

場
と
し
て
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

立
身
流
佐
倉
支
部
・
山
田

☎
（
４
８
４
）
２
８
０
０

立
身
流
抜
初
演
武
大
会

◉
第
36
回
新
春
佐
倉
美
術
展

　

佐
倉
市
を
拠
点
に
活
動
す
る

現
代
作
家
に
よ
る
絵
画
・
工
芸
・

彫
刻
・
書
の
作
品
を
一
堂
に
集

め
て
紹
介
し
ま
す
。

会
期　
１
月
６
日
㈰
〜
20
日
㈰

※
１
月
７
日
㈪
、
15
日
㈫
は
休
館

観
覧
無
料

▼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

各
日
午
後
２
時
〜

無
料
・
申
し
込
み
不
要

△
絵
画　
１
月
12
日
㈯

広
本
伸
幸
・
齊
藤
泰
嘉

△
工
芸　
１
月
13
日
㈰

樋
田
豊
郎
・
鈴
木
治
平
・

上
瀧
勝
治

△
彫
刻･

書　
１
月
14
日
（
月･

祝
）
久
保
浩
・
長
澤
岳
峰
・
松

田
幸
江

◉
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
　
１
月
20
日
㈰
午
後
２
時
〜

無
料
・
申
し
込
み
不
要

出
演
　
小
川
智
子
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

田
村
郁
子
（
ピ
ア
ノ
）

　
佐
倉
草
ぶ
え
の
丘
に
、
都
市
と
農
村
の
交
流
を
目

的
と
し
た
宿
泊
施
設
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
市
内
在

住
・
市
外
の
か
た
問
わ
ず
、
家
族
や
グ
ル
ー
プ
で
草

ぶ
え
の
丘
で
楽
し
ん
だ
後
、
そ
の
ま
ま
宿
泊
で
き
ま

す
。
ま
た
、
近
接
の
「
飯
野
台
ふ
れ
あ
い
農
園
」
で

栽
培
・
収
穫
し
た
野
菜
を
調
理
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

▼
飯
野
台
ふ
れ
あ
い
農
園
の
利
用

農
政
課
☎
（
４
８
４
）
６
１
４
１

▼
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
宿
泊
の
予
約

佐
倉
草
ぶ
え
の
丘
☎
（
４
８
５
）
７
８
２
１

完成イメージ図

草
ぶ
え
の
丘
に

滞
在
型
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
が
オ
ー
プ
ン

施設概要
部屋数　８室（各部屋に浴室・トイレ付）
１室につき５名様まで宿泊可
食堂・キッチン・談話スペース完備
※利用料金はお問い合わせください

5/1 オープン
宿泊予約受付中
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●
初
心
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

日 

１
月
17
日
・
24
日
・
31
日
、

２
月
７
日
・
14
日
（
木
曜
日
・
全

５
回
）
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

要
申
し
込
み
・
無
料

場 

オ
ー
ク
ス
ベ
ス
ト
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
上
志
津
店

内 

ス
ト
レ
ッ
チ
、ジ
ョ
ギ
ン
グ
、

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

対 

市
内
在
住
・
在
勤
の
16
歳
以
上

で
、４
回
以
上
参
加
で
き
る
か
た

定 

20
人　

申 

問 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
（
４
８
４
）
６
７
４
２

（
１
月
４
日
㈮
午
後
１
時
30
分
か

ら
受
付
）

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

〜
初
め
て
の
か
た
も
、
親
子
一
緒

で
も
楽
し
め
る
講
習
会
〜

日 

１
月
27
日
㈰
午
前
９
時
〜
午

後
４
時
30
分

※
半
日
の
み
の
参
加
も
可

場 

市
民
体
育
館

対 

❶
市
内
在
住
、
在
学
の
小
学

４
年
生
以
上
お
よ
び
中
学
生
と
そ

の
保
護
者
な
ら
び
に
高
校
生

❷
地
域
の
ク
ラ
ブ
な
ど
で
指
導
を

さ
れ
る
か
た
、そ
の
他
一
般
の
か
た

費 

❶
１
人
５
０
０
円　

❷
１
人
１
０
０
０
円　

※
保
険
は
各
自
で
対
応

講 
青
柳
明
路
（
日
本
体
育
協
会
公

認
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

上
級
指
導
員
） 

持 

体
操
の
で
き

る
服
装
、
ラ
ケ
ッ

ト
、
上
履
き
、
弁
当
、
飲
み
物

〆 

１
月
16
日
㈬

申 

問 

市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

sakurabad9.blog.fc2.com
/

） 

か
ら
、
必
要
事
項
を
入
力

●
佐
倉
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
冬

季
大
会

日 

２
月
２
日
㈯
午
前
９
時
〜

場 

市
民
体
育
館

種
目　
男
女
混
合
団
体
戦（
男
子
、

女
子
、
混
合
の
３
ダ
ブ
ル
ス
）

対 

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
、
在

ク
ラ
ブ
の
高
校
生
以
上
の
か
た
で

チ
ー
ム
を
編
成
す
る
。
人
数
は
１

チ
ー
ム
６
〜
10
人
で
構
成
す
る
。

※
中
学
生
の
参
加
は
１
チ
ー
ム
２

人
ま
で
可

費 

１
チ
ー
ム
６
０
０
０
円

※
保
険
は
各
自
で
対
応

〆 

１
月
23
日
㈬

申 

問 

佐
倉
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

sakurabad9.blog.fc2.com
/

）

か
ら
、
必
要
事
項
を
入
力

●
佐
倉
市
オ
ー
プ
ン
卓
球
大
会

日 

２
月
９
日
㈯
開
館
９
時
〜

場 

市
民
体
育
館　
要
申
し
込
み

種
目　
▼
男
子
Ａ
ク
ラ
ス　
▼
男

子
Ｂ
ク
ラ
ス　
▼
男
子
ベ
テ
ラ
ン

▼
女
子
Ａ
ク
ラ
ス　
▼
女
子
Ｂ
ク

ラ
ス　
▼
女
子
ベ
テ
ラ
ン

※
全
ク
ラ
ス
３
ダ
ブ
ル
ス
団
体

戦
、
１
チ
ー
ム
４
人
以
上
〜
６
人

以
内
、
ベ
テ
ラ
ン
ク
ラ
ス
は
選
手

全
員
55
歳
以
上

費 

１
チ
ー
ム

▼
一
般
４
０
０
０
円

▼
中
高
生
２
０
０

０
円

※
支
払
い
方
法
は
現
金
書
留
も
し

く
は
当
日
払
い
（
当
日
払
い
の
場

合
は
事
前
に
ご
連
絡
下
さ
い
）

定 

男
女
ク
ラ
ス
各
42
チ
ー
ム（
先

着
順
）

〆 

１
月
25
日
㈮
（
必
着
）

申 

郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、

団
体
名
・
代
表
者
名
・
住
所
・
性

別
・
電
話
番
号
を
申
込
用
紙
（
市

卓
球
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
記
入
し
、

〒
285
│
０
８
４
３ 

中
志
津
２
│
36

│
２
市
卓
球
協
会
・
小
松
へ
☎
℻

（
３
０
１
）２
５
０
１（
午
前
10
時

〜
午
後
７
時
）フ
ァ
ク
ス
に
よ
る

申
し
込
み
は
、送
信
後
電
話
に
て

着
信
の
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
。（
１
月
11
日
㈮
か
ら
受
付
）

房
総
の
郷
土
芸
能
開
催

　
県
内
に
伝
承
さ
れ
る
優
れ
た
民
俗
芸
能
が

一
堂
に
会
し
ま
す
。
佐
倉
市
の
郷
土
芸
能
か
ら
は
、

佐
倉
囃
子
と
坂
戸
の
念
仏
が
上
演
さ
れ
ま
す
。

日
時　
１
月
26
日
㈯
午
後
零
時
30
分
〜

４
時
35
分　
無
料
・
申
し
込
み
不
要

場
所　
市
民
音
楽
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

主
催　
房
総
の
郷
土
芸
能
２
０
１
８
実
行
委
員
会

問
い
合
わ
せ　
文
化
課

　
☎
（
４
８
４
）
６
１
９
２

　
昨
年
11
月
か
ら
、
日
本
遺
産
・
佐
倉
城
下
町
侍
体
験
ツ
ア
ー

「
サ
ム
ラ
イ
散
歩
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
県
の
ア
メ
リ
カ
人
メ

デ
ィ
ア
招
請
事
業
で
、
在
日
ア
メ
リ
カ
人
４
名
が
参
加
し
ま

し
た
。（
12
月
９
日
）

　
こ
の
ツ
ア
ー
は
、
侍
の
衣
装
を
着
て
、
ひ
よ
ど
り
坂
、
武
家

屋
敷
な
ど
の
侍
に
ゆ
か
り
の
あ
る
場
所
を
、
ガ
イ
ド
付
き
で
巡

り
ま
す
。
侍
の
作
法
や
、
剣
術
を
体
験
で
き
る
の
が
魅
力
で
す
。

参
加
者
か
ら
は
、「
他
で
は
で
き
な
い
素
晴
ら
し
い
体
験
が
で

き
た
」、「
剣
術
体
験
が
印
象
的
だ
っ
た
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　
サ
ム
ラ
イ
散
歩
は
今
後
も
実
施
さ
れ
、
外
国
人
だ
け
で
な
く
、

日
本
人
の
参
加
者
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
時　
１
月
８
日
㈫
・
26
日
㈯
、
２
月
13
日
㈬
・
23
日
㈯
、
３
月

12
日
㈫
・
23
日
㈯
、
４
月
９
日
㈫
・
27
日
㈯
、
５
月
14
日
㈫
・
25

日
㈯ 

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

佐
倉
市
観
光
協
会

☎
（
４
８
６
）６
０
０
０

市民音楽ホール主催公演のチケットは、ホームページからも予約できます。
http://www.city.sakura.lg.jp/sakura/ongaku-hall/二次元コード ➡ 

　
１
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰
に
臨
時
列
車
「B.B.BA

SE

佐
倉
」
が
運
行
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
佐
倉
駅
に
停
車
し
ま
す
。

　

列
車
の
運
行
に
伴
い
、
佐
倉
ふ
る
さ
と
広
場
に
て

「
佐
倉
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
ま
す
。

場
所
　
佐
倉
ふ
る
さ
と
広
場　
無
料
・
申
し
込
み
不
要

内
容
　
▼
ワ
ッ
ト
バ
イ
ク
体
験
会 
▼
バ
ー
チ
ャ
ル
レ
ー

ス
大
会 

▼M
U
LLER

自
転
車
試
乗
会 
▼
オ
ラ
ン
ダ

自
転
車
試
乗
会 

▼
観
光
船
試
乗
会　
※
内
容
は
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

B.B.BASE

と
は
…

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
千
葉
支
社

が
運
行
す
る
サ
イ
ク
ル
ト

レ
イ
ン
で
、
自
転
車
を
解

体
せ
ず
に
乗
車
で
き
ま
す
。

詳
細
は
公
式
Ｈ
Ｐ（http://

w
w
w
.jreast.co.jp

/
chiba/bbbase/

）

問
い
合
わ
せ
　
産
業
振
興
課

☎
（
４
８
４
）
６
１
４
６

さ
ま
ざ
ま
な
自
転
車
を
体
験
し
よ
う
！

佐
倉
ふ
る
さ
と
広
場
に

パ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
が
出
現

佐
倉
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
タ　
日
時　
１
月
26
日
㈯
、
27
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
B
M
X
や
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
な
ど
の
競
技
で
使
用

さ
れ
る
波
打
つ
コ
ー
ス
「
パ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
」
が
佐

倉
ふ
る
さ
と
広
場
に
期
間
限
定
で
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　
通
常
の
自
転
車
、
イ
ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト
、
キ
ッ
ク

ボ
ー
ド
な
ど
車
輪
の
付
い
て
い
る
も
の
な
ら
何
で
も
利

用
で
き
ま
す
。
※
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、膝
・
肘
当
て
な
ど
の
防

具
着
用
必
須
（
無
料
レ
ン
タ
ル
あ
り
）
※
小
径
自
転
車

の
無
料
レ
ン
タ
ル
あ
り（
専

用
自
転
車
レ
ン
タ
ル
な
し
）

費
用
　
１
時
間

大
人
１
０
０
０
円
、

高
校
生
以
下
５
０
０
円

問
い
合
わ
せ

佐
倉
市
観
光
協
会

☎
（
４
８
６
）
６
０
０
０

パンプトラック

期
間
限
定

ス
ポ
ー
ツ
婚
活

〜
恋
す
る
気
持
ち
で
全
力
ド
ッ
チ
ビ
ー
〜

日
時　

２
月
９
日
㈯
午
後
２
時
〜
４
時
30
分

ご
ろ　
要
申
し
込
み　
場
所　
市
民
体
育
館

費
用　
２
０
０
０
円（
軽
食・飲
み
物
代
込
み
）

対
象　
本
気
で
結
婚
を
考
え
て
い
る
25
歳
〜

45
歳
の
か
た
で
、
結
婚
後
、
佐
倉
市
に
住
み

続
け
た
い
、
も
し
く
は
住
み
た
い
か
た

定
員　

男
女
各
20
人（
多
数
時
抽

選
、
市
内
在
住
・
在
勤
の
か
た
を

優
先
）

締
め
切
り　
１
月
25
日
㈮（
必
着
）

※
新
規
申
し
込
み
の
か
た
は
、
婚
活
支
援
協

議
会
へ
の
要
事
前
登
録
（
無
料
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
持
参
で
、
イ
ベ
ン

ト
利
用
登
録
申
込
書
（
市
役
所
・
出
張
所
窓

口
で
配
布
。
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
を
記
入
し
、
顔
写
真
付
き
身

分
証
明
書
の
コ
ピ
ー
を
添
え
て
、

〒
285
│

８
５
０
１
市
役
所
地
域
創

生
課
内
婚
活
支
援
協
議
会
事
務
局

☎（
４
８
４
）
６
７
４
８
へ

外
国
人
が
参
加
！

侍
体
験
ツ
ア
ー「
サ
ム
ラ
イ
散
歩
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た

※曲目は変更となる場合が
あります

ス
ポ
ー
ツ

●
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
２

０
１
９　
ウ
ィ
ー
ン
・
シ
ュ
ト
ラ

ウ
ス・フ
ェ
ス
テ
ィ
ヴ
ァ
ル・オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
〈
残
席
僅
少
〉

１
月
13
日
㈰
午
後
２
時
開
演

A
５
9
0
0
円　
※
B
席
完
売

学
生
４
５
０
０
円

曲
目 

ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

Ⅱ
：
喜
歌
劇
「
こ
う
も
り
」
序
曲 

ほ
か

指
揮
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン 

ペ
ー

タ
ー
・
グ
ー
ト

ソ
プ
ラ
ノ 

ア
ネ
ッ
テ
・
リ
ー
ピ
ナ

●
オ
ペ
ラ
「
愛
の
妙
薬
」（
ピ
ア

ノ
伴
奏
に
よ
る
演
奏
会
形
式
）

2
月
17
日
㈰
午
後
２
時
開
演

A
3
9
0
0
円　
※
B
席
完
売

学
生
2
9
0
0
円

イ
タ
リ
ア
語
原
語
上
演
（
日
本
語

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
付
き
）

指
揮 

直
井
大
輔

ピ
ア
ノ 

太
刀
川
琴

絵演
出
・
ナ
レ
ー
シ
ョ

ン 

高
宮
俊
介　

出
演 

新
保
友
紀
子
、

飯
沼
友
規
、
春
日
保
人
、
三
浦

克
次
、
藤
戸
カ
リ
オ
ラ
明
子

●
小
山
実
稚
恵
ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ

タ
ル

２
月
23
日
㈯
午
後
２
時
開
演

A
3
9
0
0
円　
※
B
席
完
売

学
生
2
9
0
0
円

曲
目 

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
／
即
興
曲

作
品
90
（
全
曲
）、
シ
ョ
パ
ン
／

ソ
ナ
タ
第
３
番
ロ
短
調
作
品
58
、

シ
ョ
パ
ン
／
ノ
ク
タ
ー
ン
第
21
番

ハ
短
調
（
遺
作
）
ほ
か

〒 285－ 0837 佐倉市王子台 1－ 16☎（461）6221
http://www.city.sakura.lg.jp/sakura/ongaku-hall/

平成 32年１月 12 日㈰  午後２時開演
A 5900 円　B 5500 円　学生 4500 円

ニューイヤーコンサート 2020
ウィーン・シェーンブルン宮殿オーケストラ

【先行予約受付開始】１月13日㈰午前 11 時～
※同日開催のニューイヤーコンサート 2019 の終演後から
ではありませんのでご注意ください
※１月 13日㈰は来館のみ受付（14日以降は電話可）
※先行予約の段階で座席は決定いたしません

期
間　
１
月
14
日（
月
・
祝
）〜
３
月
５
日
㈫

佐倉囃子

★20190101p02_03.indd   3 2018/12/20   16:00:20



マイナンバー制度に便乗した不正な勧誘や、個人情報の不正取得にご注意ください　
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平
成
31
年
度 

学
童
保
育
所
の
入
所
受
付

　

保
護
者
の
仕
事
や
病
気
な
ど
で
、放
課
後
に
適
切
な
保

育
を
受
け
ら
れ
な
い
小
学
生
が
対
象
の
施
設
で
す
。

受
付
期
間　

平
成
31
年
１
月
８
日
㈫
〜
22
日
㈫（
受
付
時

間
は
下
表
参
照
）

受
付
場
所

▼
新
規 

お
子
さ
ん
同
伴
で
の
面
接
が
必
要
で
す
。
入
所

を
希
望
す
る
施
設
に
面
接
日
時
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い

※
北
志
津
お
よ
び
南
部
児
童
セ
ン
タ
ー
が
所
管
す
る
学
童

保
育
所
の
新
規
申
し
込
み
は
、
各
児
童
セ
ン
タ
ー
で
受
付

▼
継
続 

利
用
中
の
学
童
保
育
所
へ
書
類
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い

提
出
書
類　
入
所
申
込
書
、
就
労
証
明
書
な
ど
、
児
童
票
、

自
宅
へ
の
経
路（
地
図
）　

※
各
書
類
は
い
ず
れ
も
入
所
案
内
書
に
綴
じ
込
み
。
入
所

案
内
書
は
、
子
育
て
支
援
課
・
各
保
育
園
・
各
学
童
保
育

所
・
各
出
張
所
で
配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
。
事
前
に
記
入
の
上
、
お
持
ち
く
だ
さ
い

※
現
在
利
用
中
の
か
た
も
、
年
度
ご
と
に
申
し
込
み
が
必

要
で
す

問
い
合
わ
せ　
子
育
て
支
援
課
☎（
４
８
４
）６
１
３
９ 

施 設 名 対象学年 電 話 所管施設 受 付 時 間

公　
　
　
　

立

上志津学童保育所 １～６年 （488）0326

志津児童
センター

☎（310）5131

【児童センター・老幼
の館（併設学童保育所

含む）】
午前 9時～午後 5時
（月・祝除く）

【学童保育所】
午後１時～ 5時

（土・日・祝除く）

第二上志津学童保育所 １～３年 （460）5125

西志津学童保育所 １～６年 （489）1408

第二西志津学童保育所 １～３年 （462）8336

第三西志津学童保育所 １～３年 （462）2070

下志津学童保育所 １～６年 （463）2301

南志津学童保育所 １～６年 （462）1206

北志津児童センター学童保育所 １～６年 （235）7555 北志津児童
センター

☎（487）6782

※新規申込は全
て北志津児童セ
ンターで受付

井野学童保育所 １～３年 （463）8028

小竹学童保育所 １～６年 （461）3221

志津学童保育所 １～６年 （460）3345

青菅学童保育所 １～６年 （463）7786

根郷学童保育所 １～３年 （484）8394
南部児童
センター

☎（483）2800

※新規申込は全
て南部児童セン
ターで受付

第二根郷学童保育所 １～６年 （484）8018

山王学童保育所 １～６年 （483）2776

大崎台学童保育所 １～６年 （484）5199

寺崎学童保育所 １～３年 （486）1106

弥富学童保育所 １～６年 （498）1321

和田学童保育所 １～６年 （498）3506

佐倉老幼の館学童保育所 １～６年 （486）7090

佐倉老幼の館
☎（486）7090

佐倉学童保育所 １～３年 （483）2751

白銀学童保育所 １～６年 （483）2200

佐倉東学童保育所 １～６年 （485）9015

内郷学童保育所 １～６年 （483）2043

臼井老幼の館学童保育所 １～６年 （487）6210

臼井老幼の館
☎（487）6210

千代田学童保育所 １～６年 （463）7381

印南学童保育所 １～６年 （486）1537

王子台学童保育所 １～３年 （462）5021

間野台学童保育所 １～６年 （461）5525

染井野学童保育所 １～６年 （463）3210

私　

立

すみれにこにこホーム
※申込受付先はすみれ保育園 １～６年 （489）4270 すみれ保育園

☎（487）8468
午後１時～ 5時
（土・日・祝除く）

光の子児童センター １～６年 （462）2654 同左 午後 1時～ 6時
（土・日・祝除く）

ユーカリ優都ぴあ １～６年 （460）6700 同左 午前 10時～午後 6時
（日・祝除く）

◇
千
葉
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

　
告
示
日　
３
月
29
日
㈮　
　

　
投
票
日　
４
月
７
日
㈰

◇
佐
倉
市
長
選
挙
・
佐
倉
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

　
告
示
日　
４
月
14
日
㈰

　
投
票
日　
４
月
21
日
㈰

●
毎
月
１
日「
こ
う
ほ
う
佐
倉
」

英
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
・
中
国
語
版

配
布
場
所　

市
役
所
、
出
張
所
、

公
民
館
、
市
内
京
成
・
Ｊ
Ｒ
各
駅 

な
ど 

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す

※
郵
送
・
Ｅ
メ
ー
ル
を
希
望
さ
れ

る
か
た
は
、
広
報
課
☎（
４
８
４
）

６
１
０
３
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

●
市
政
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

▼
英
語
…
水
曜
日

▼
ス
ペ
イ
ン
語
…
木
曜
日

▼
中
国
語
…
金
曜
日

時
間　
午
前
９
時
15
分
〜
午
後
４

時　
要
申
し
込
み
・
無
料

場
所　
広
報
課（
電
話
も
可
）

※
臨
時
で
休
む
場
合
あ
り

問
い
合
わ
せ　
広
報
課 

☎（
４
８
４
）６
１
０
３

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
佐
倉
国
際
交
流
基
金（
Ｓ
Ｉ
Ｅ

Ｆ
）で
は
、
外
国
籍
の
市
民
の
か

た
が
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
、
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
外
国
人
の
た
め
の
生
活
相
談

▼
ス
ペ
イ
ン
語
、
英
語
、
中
国
語

日
時　
月
〜
金
曜
日（
祝
日
除
く
）

午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜

４
時　

無
料
・
申
し
込
み
不
要

※
面
談
の
場
合
は
、
前
日
ま
で
に

要
予
約

■
外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
講
座

日
程　

木
・
金
・
土
・
日
曜
日

場
所　
中
央
公
民
館 

ほ
か

※
詳
細
は
要
問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ　

佐
倉
国
際
交
流
基
金

☎（
４
８
４
）６
３
２
６

外
国
籍
市
民
の
か
た
へ
の
サ
ー
ビ
ス

　
「
さ
く
ら
の
景
観
ま
ち
づ
く
り
賞
」
は
、
魅
力
的
な
景
観
を
創
出
し

て
い
る
建
築
物
や
景
観
形
成
の
向
上
を
目
的
と
す
る
活
動
な
ど
を
表

彰
す
る
も
の
で
す
。

　
「
こ
う
ほ
う
佐
倉
」「
佐
倉
市
議
会
だ
よ
り
」を
よ
り
気
軽
に
広
く

ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
掲

載
に
加
え
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
や
テ
キ
ス
ト（
文
字
）デ
ー

タ
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
配
信
（
利
用
無
料
・
通
信
料
は

自
己
負
担
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照（
下
部
二
次
元
コ
ー

ド
を
読
み
取
り
）

●
「
マ
チ
イ
ロ
」
ア
プ
リ
（
電
子
書
籍
版
）

　
「
こ
う
ほ
う
佐
倉
」（
毎
月
１
日
・
15
日
発
行
）
や
「
佐
倉
市
議
会

だ
よ
り
」（
年
４
回
発
行
）
を
電
子
書
籍
と
し
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ペ
ー
ジ
め
く
り
や
拡
大
縮

小
が
簡
単
に
で
き
ま
す
。

●
「
マ
イ
広
報
紙
」
サ
イ
ト
・
ア
プ
リ
（
テ
キ
ス
ト
版
）

　「
こ
う
ほ
う
佐
倉
」
を
記
事
ご
と
に
テ
キ
ス
ト
（
文
字
デ
ー
タ
）
化

し
、
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
し
て
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。（
一
部
の
図
表
を
除
き
、
写
真
は
原
則
と
掲
載

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
）
キ
ー
ワ
ー
ド
を
入
れ
て
検
索
す
る
と
、
掲
載
さ

れ
た
広
報
紙
の
中
か
ら
記
事
を
検
索
し
て
一
覧
表
示
し
ま
す
。

統
一
地
方
選
挙
の
投
票
日
が
決
定
し
ま
し
た

　
４
年
に
１
度
、
地
方
公
共
団
体
の
首
長
・
議
会
議
員
の
選
挙

日
程
を
全
国
的
に
統
一
し
て
行
う
「
統
一
地
方
選
挙
」。
大
切
な

一
票
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に
、
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

■
立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　
佐
倉
市
長
選
挙
お
よ
び
佐
倉
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
立
候
補
予
定

者
へ
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
２
月
11
日
（
月
・
祝
）
午
後
２
時
〜

場
所　
中
央
公
民
館

※
会
場
の
都
合
に
よ
り
、
出
席
人
数
は
、
立
候
補
予
定
者
１
人
に
つ
き

本
人
を
含
め
て
３
人
ま
で
と
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　
選
挙
管
理
委
員
会
☎（
４
８
４
）６
１
７
９

「
こ
う
ほ
う
佐
倉
」

「
佐
倉
市
議
会
だ
よ
り
」

問
い
合
わ
せ　

 

広
報
課
☎（
４
８
４
）６
１
０
１

●
市
内
公
共
施
設
な
ど
で
も

配
布
し
て
い
ま
す

　
「
こ
う
ほ
う
佐
倉
」、「
佐
倉

市
議
会
だ
よ
り
」
は
、
新
聞
折

り
込
み
や
、
個
人
へ
の
郵
送
、

公
共
施
設
な
ど
へ
の
配
架
な
ど

に
よ
り
配
布
し
て
い
ま
す
。　

《
主
な
配
架
先
》 

▼
市
役
所 

▼
出
張
所
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー 

▼
公
民
館 

▼
図
書
館 

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

▼
保
健
セ
ン
タ
ー 

▼
Ｊ
Ｒ
・
京

成
電
鉄
駅 

▼
観
光
協
会 

な
ど

※
こ
う
ほ
う
佐
倉
は
イ
オ
ン
タ

ウ
ン
ユ
ー
カ
リ
が
丘
、
市
内
セ

ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
で
も
配
布
し
て

い
ま
す
。 

※
郵
送
を
希
望
さ
れ
る
か
た

は
、
広
報
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
（
無
料
・
市
外
の
か
た
は
送

料
の
負
担
あ
り
）

平
成
30
年
度 

さ
く
ら
の
景
観
ま
ち
づ
く
り
賞
が

決
定
し
ま
し
た

受賞 場所 概要
うすい花の八ヶ寺
宗徳寺・妙覚寺・
実蔵院・円応寺・
常楽寺・妙傳寺・
長源寺・光勝寺

臼井
臼井台
臼井田

四季を彩る花々と、歴史
を今に残す
「うすい花の八ヶ寺」
（花をめぐりながら臼井
散策）

寺子屋 吉田書店 新町

幕末創業 商家の面影を
残す
「寺子屋 吉田書店」
（新町・資料展示 学び場）

茶琴 神明 鏑木町

城下町の風情を醸成する
町家
食と文化が集う　
「茶琴神明 時代カフェ＆
文化芸術スペース」（店
舗）

酒蔵 旭鶴 馬渡 宿場町の面影を残す酒蔵 
「旭鶴」（店舗住宅）

【受賞一覧】

問
い
合
わ
せ　
都
市
計
画
課
☎（
４
８
４
）６
１
６
３

は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

せんきょくん
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2019 年（平成 31 年）１月１日〈1300 号〉5　行政の情報

佐倉市の災害・緊急情報等を発信
http://twitter.com/bousai_sakura

防災行政無線放送のテレフォンサービス ☎ 0120（711）508

場　所 日・曜日 時間

千葉銀行
ユーカリが丘支店南側

15日㈫ ❶
24 日㈭ ❶

エコス佐倉店 22日㈫ ❶
南部保健福祉センター 23日㈬ ❶
中央公民館 ９日㈬ ❶

西志津ふれあいセンター
17日㈭ ❶
29 日㈫ ❶

山王集会所 22日㈫ ❸
金毘羅ふれあいマーケット 10日㈭ ❶
セブンイレブン白銀３丁目 29日㈫ ❸

ヤオコー染井野店
16日㈬ ❶
28 日㈪ ❶

クライネスサービス本部
宮ノ台 23日㈬ ❸

志津市民プラザ 16日㈬ ❷
根郷公民館 17日㈭ ❷
セブンイレブン西志津６丁目 24日㈭ ❸
八幡台会館 18日㈮ ❶

イオンタウンユーカリが丘店
8日㈫ ❶
30 日㈬ ❶

平成 31 年１月移動交番
《 開設時間 》
❶午前 10時～ 11時 30分、❷午後２時～３時 30分
❸午後２時 30分～４時

問い合わせ　佐倉警察署地域課　☎（484）0110
※開設できない場合があります

ー
暴
力
追
放
ー

 
移
動
暴
力
相
談
所
の開

設

　
「
暴
力
団
に
関
す
る
相
談
」
を

受
け
付
け
ま
す
。

日
時　
１
月
16
日
㈬
午
前
10
時
〜

午
後
４
時

場
所　

印
旛
地
域
振
興
事
務
所

（
鏑
木
仲
田
町
８
―
１
）

問
い
合
わ
せ

▼
千
葉
県
暴
力
団
追
放
県
民
会
議

☎
（
２
５
４
）
８
９
３
０

▼
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎（
０
１
２
０
）０
８
９
３
５
４

申
請
で
き
る
か
た　
▼
市
内
ま
た
は
県
内
に
住
民
登

録
の
あ
る
か
た 

▼
県
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い
な

い
が
、
現
在
、
県
内
に
居
住
し
て
い
る
か
た

手
続
き

▼
新
規
申
請　

初
め
て
申
請
す
る
か
た
や
前
回
取
得

し
た
パ
ス
ポ
ー
ト
の
有
効
期
限
が
切
れ
た
か
た

▼
切
替
申
請　

有
効
期
限
が
１
年
未
満
の
か
た

▼
増
補
申
請　

査
証（
ビ
ザ
）欄
を
増
や
す
か
た

▼
記
載
事
項
の
変
更　

氏
名
・
本
籍
地（
都
道
府
県
）

な
ど
記
載
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
か
た

▼
紛
失
・
盗
難
・
焼
失　

パ
ス
ポ
ー
ト
を
盗
ま
れ
た

か
た
や
紛
失
・
焼
失
さ
れ
た
か
た

開
設
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

開
設
日　
月
〜
金
曜
日
、
第
２
・
４
日
曜
日（
日
曜

日
は
交
付
の
み
）

※
土
曜
日
、祝
日
、振
替
休
日
、12
月
29
日
〜
１
月
３

日
は
休
み
。第
２
・
第
４
日
曜
日
は
、祝
日
で
も
交
付

※
月
曜
日
は
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
佐
倉
内
の
市

民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
閉
庁
日
で
す
。戸
籍
謄
本
・

戸
籍
抄
本
は
、
事
前
に
取
得
し
て
く
だ
さ
い

申
請
か
ら
受
け
取
り
ま
で
の
日
数

▼
新
規
・
切
替
・
記
載
事
項
変
更　
９
日

▼
査
証
欄
の
増
補　

７
日

※
日
数
に
は
、
土
・
日
曜
日
、
祝
祭
日
、振
替
休
日
、

12
月
29
日
〜
１
月
３
日
を
除
き
ま
す 

※
詳
細
は
県
パ
ス
ポ
ー
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://

w
w
w
.pref.chiba.lg.jp/kokusai/passport/

passport.htm
l

）を
参
照

佐
倉
市
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が

ミ
レ
ニ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
佐
倉
内 

に
開
設
さ
れ
ま
す

佐倉市パスポートセンター

●

●

●

●

●

●

●

歴博

上野

佐
倉
城
址
公
園

警察署

旧堀田邸

市立美術館

↓佐倉I.C.

←
京成佐倉駅

成田→

佐倉高校

佐
倉
順
天
堂
記
念
館

JR佐倉駅千葉←

武家屋敷

国道296号

国道296号バイパス

●

●
印旛合同
　　庁舎

国
道
51
号

佐倉市役所
●

ミレニアムセンター佐倉

問
い
合
わ
せ　

 

佐
倉
市
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎（
３
０
８
）３
３
２
５

所在地　宮前３―４―１（京成佐倉駅
から徒歩１分）
※駐車場には限りがあります。公共
交通機関をご利用ください

年
始
の
ご
み
収
集
日
程
の
ご
案
内
問
い
合
わ
せ　
廃
棄
物
対
策
課 

☎（
４
８
４
）６
１
４
９

◉
集
積
所
で
の
収
集 　
※
事
業
系
ご
み
は
出
せ
ま
せ
ん

１
月
４
日
㈮
か
ら
収
集
開
始

▼
ご
み
は
収
集
日
の
朝
、
午
前
８
時
30
分
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い

▼
前
日
の
夜
や
指
定
日
以
外
に
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

▼
必
ず
市
指
定
ご
み
袋
で
出
し
て
く
だ
さ
い

◉
粗
大
ご
み
有
料
戸
別
収
集  

※
収
集
は
予
約
が
必
要
で
す

１
月
４
日
㈮
か
ら
収
集
・
予
約
受
付
開
始　

【
収
集
の
予
約
先
】  

▼
佐
倉
・
根
郷
・
和
田
・
弥
富
地
区
・
臼
井
と
志
津
地
区
の
う
ち
京

成
電
鉄
軌
道
か
ら
北
側
に
お
住
ま
い
の
か
た

㈲
印
旛
防
疫
社
☎（
４
８
３
）５
０
２
２

▼
臼
井
と
志
津
地
区
の
う
ち
京
成
電
鉄
軌
道
か
ら
南
側
、
千
代
田
地
区

に
お
住
ま
い
の
か
た　
　

    

㈱
五
十
嵐
商
会
☎（
４
４
３
）４
６
７
６

●
市
役
所
一
般
事
務
員

（
非
常
勤
一
般
職
）

内
容　

パ
ソ
コ
ン
入
力
作
業
ほ
か

一
般
事
務 

定
員　

20
人
程
度

勤
務
時
間　

週
３
〜
４
日
程
度
、

１
日
６
〜
７
時
間
程
度

勤
務
地　
市
役
所
や
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
出
先
機
関

賃
金　
時
給
９
３
０
円（
見
込
）

採
用
期
間　
平
成
31
年
４
月
１
日

〜
平
成
32
年
3
月
31
日
の
間
で
、

必
要
に
応
じ
て
採
用

締
め
切
り　

１
月
10
日
㈭（
必
着
）

申
し
込
み　

試
験
申
込
書
兼
履
歴

書
を
郵
送
ま
た
は
持
参
で
、
〒
285
│

８
５
０
１ 

市
役
所
人
事
課
へ

※
申
込
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
配
布
。
郵
送
希
望
の
か
た
は
、

封
筒
に
「
一
般
事
務
員
申
込
書
請

求
」
と
朱
書
き
し
、
返
信
用
封
筒

（
宛
名
を
明
記
、82
円
切
手
を
貼
付
）

を
同
封
し
、
市
役
所
人
事
課
へ

※
申
込
書
に
パ
ソ
コ
ン
で
の
文
書

作
成
や
デ
ー
タ
入
力
の
経
験
、
事

務
作
業
の
経
験
を
必
ず
記
載

試
験
方
法　
筆
記
試
験
、
面
接 

試
験
日
程（
い
ず
れ
か
選
択
）

❶
１
月
18
日
㈮
午
後
１
時
30
分
〜

（
受
付 

午
後
１
時
〜
）

❷
１
月
19
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

（
受
付 

午
後
１
時
〜
）

試
験
会
場　
市
役
所
1
号
館
6
階

※
受
験
票
は
あ
り
ま
せ
ん
。
当
日

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　

人
事
課

☎（
４
８
４
）６
２
１
０

●
介
護
認
定
調
査
員

内
容　

訪
問
調
査
等
介
護
保
険
事

務 条
件
・
必
要
な
資
格　

❶
介
護
認

定
調
査
員
研
修
修
了
者
ま
た
は
保

健
師
・
看
護
師
・
社
会
福
祉
士
・

介
護
福
祉
士
・
介
護
支
援
専
門
員

の
い
ず
れ
か
の
資
格 

❷
普
通
自
動

車
運
転
免
許 

❸
保
健
・
福
祉
の
実

務
経
験
が
１
年
以
上
の
か
た

定
員　

若
干
名 

勤
務
時
間　

平
日
週
２
日
〜
週
５

日
勤
務 

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分 

勤
務
地　

高
齢
者
福
祉
課 

賃
金　

時
給
１
３
５
０
円 

※
通
勤

手
当
て
有 

採
用
期
間　

平
成
31
年
４
月
１
日

〜
平
成
32
年
３
月
31
日 

締
め
切
り　

１
月
31
日
㈭（
必
着
）

申
し
込
み　

郵
送
ま
た
は
持
参

で
、
履
歴
書（
写
真
付
）、
資
格
証

明（
写
し
）
を
〒
285
―

８
５
０
１ 

市
役
所
高
齢
者
福
祉
課
へ

選
考
方
法　

書
類
選
考
と
面
接 

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　

高
齢
者
福
祉
課

☎（
４
８
４
）１
７
７
１

●
特
別
支
援
教
育
支
援
員

内
容　

特
別
な
支
援
が
必
要
な
幼

児
・
児
童
・
生
徒
へ
の
支
援

必
要
な
資
格　
保
育
士
、
幼・小・

中
・
高
等
学
校
・
特
別
支
援
学
校

教
諭
免
許
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有

す
る
か
た
、
ま
た
は
介
護
な
ど
の

経
験
が
あ
る
か
た（
年
齢
・
性
別

不
問
）

定
員　

若
干
名 

勤
務
時
間　

平
日
週
２
〜
５
日

（
１
日
７
時
間
45
分
） 

勤
務
地　
市
立
幼
稚
園
・
小
・
中

学
校 

賃
金　
時
給
１
０
４
０
円  

※
通
勤

手
当
て
有 

採
用
期
間　
平
成
31
年
４
月
４
日

〜
平
成
32
年
３
月
24
日 

締
め
切
り　

１
月
23
日
㈬（
必
着
）

申
し
込
み　

郵
送
で
履
歴
書
を

〒
285
│

０
０
４
２ 

将
門
町
７ 

教

育
セ
ン
タ
ー
へ 

問
い
合
わ
せ　

教
育
セ
ン
タ
ー

☎（
４
８
６
）２
４
０
０

●
統
一
地
方
選
挙 

期
日
前
投
票

事
務
等
の
事
務
員

内
容　

期
日
前
投
票
の
受
け
付
け

な
ど

対
象　

パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
、

簡
単
な
文
書
が
作
成
で
き
る
か
た

定
員　

40
人
程
度

勤
務
時
間　

週
４
日
程
度
、
午
前

8
時
15
分
〜
午
後
8
時
15
分
の
う

ち
６
時
間
程
度 

勤
務
地　

❶
佐
倉
市
役
所 

❷
西

部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

❸
イ
オ

ン
タ
ウ
ン
ユ
ー
カ
リ
が
丘 

❹
レ

イ
ク
ピ
ア
ウ
ス
イ
（
イ
オ
ン
臼
井

店
） 

❺
佐
倉
南
図
書
館

賃
金　

時
給
９
０
０
円
（
予
定
）

採
用
期
間　

３
月
中
旬
〜
４
月
下
旬

締
め
切
り　

１
月
31
日
㈭（
必
着
）

申
し
込
み　

履
歴
書
（
写
真
付
）

を
郵
送
ま
た
は
持
参
で
〒
285
―

８

５
０
１ 

市
役
所
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
へ　

選
考
方
法　

書
類
選
考
と
面
接　

問
い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
☎（
４
８
４
）６
１
７
９

募
　
　
集

１
月

１日（火）

収集なし２日（水）

３日（木）

４日（金）もやせるごみを収集します

【年始の収集日程】

　

１
月
４
日
、「
佐
倉
市
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
が
ミ
レ
ニ

ア
ム
セ
ン
タ
ー
佐
倉
内
に
開
設
さ
れ
ま
す
。
パ
ス
ポ
ー
ト（
一

般
旅
券
）の
申
請
・
交
付
に
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
市
役
所
で
は
申
請
を
受
け
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
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納
税
は
便
利
で
安
心
な 

口
座
振
替
で
！

納
税
を
口
座
振
替
に
す
る
と
…

　
納
期
の
た
び
に
、
窓
口
に
納
付
に
出
向
く
手
間
が
省
け
ま
す
。
自
動

的
に
引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
、
納
め
忘
れ
が
な
く
安
心
で
す
。

■
申
し
込
み
方
法

　
口
座
振
替
依
頼
書
に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
の
う
え
、
窓
口
で
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

※
口
座
振
替
依
頼
書
は
、
収
税
課
ま
た
は
、
出
張
所
・
派
出
所
、
市
内

の
金
融
機
関
に
あ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ
　 

収
税
課　
☎（
４
８
４
）６
１
１
８

▼
市
民
税
・
県
民
税 

第
４
期　
▼
国
民
健
康
保
険
税 

第
７
期  

▼
介
護
保
険
料 

第
７
期　
▼
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料 

第
７
期 

　
今
月
の
納
期
【
納
期
限 

１
月
31
日
㊍
】　

《
納
付
の
ご
相
談
は
》

納
税
相
談　
収
税
課　
☎
（
４
８
４
）
６
１
１
８

介
護
保
険
料
相
談　
高
齢
者
福
祉
課　

 

☎
（
４
８
４
）
６
１
８
７

さ
く
ら
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ト
ー
ク
２
０
１
９ 

〜
人
権
の
世
紀
を
生
き
る
〝
あ
な
た
〞
に
送
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜

日
時　
２
月
９
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
40
分

場
所　
市
民
音
楽
ホ
ー
ル　
要
申
し
込
み
・
無
料

定
員　
５
０
０
人（
先
着
順
）

※
託
児
あ
り（
要
申
し
込
み
・
２

月
１
日
㈮
締
め
切
り
）

※
手
話
・
要
約
筆
記
通
訳
あ
り

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

電
話
、フ
ァ
ク
ス
、「
ち
ば
電
子

申
請
サ
ー
ビ
ス
」
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
下
部
二
次

元
コ
ー
ド
を
読

み
取
り
）
ま
た

は
郵
送
で
、
住

所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
人
数
を
記
入
し
、
〒
285
―

８
５
０
１ 

市
役
所
自
治
人
権
推

進
課
☎（
４
８
４
）
１
９
４
８
、

℻
（
４
８
４
）１
６
７
７
へ

講師　新垣 勉（テノール歌手）

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】　

昭
和
27
年
、

ア
メ
リ
カ
人
の
父
と
日
本
人
の
母

の
間
に
沖
縄
県
読
谷
村
に
生
ま
れ

る
。
西
南
学
院
大
学
神
学
部
を
卒

業
。
音
楽
へ
の
思
い
を
あ
き
ら
め

き
れ
ず
、
武
蔵
野
音
楽
大
学
声
楽

科
に
入
学
。
同
大
学
院
修
了
。
昭

和
55
年
、
本
格
的
に
歌
と
講
演
活

動
を
始
め
る
。
ヴ
ォ
イ
ス
ト
レ
ー

ナ
ー
の
世
界
的
大
家
、
Ａ
・
バ
ラ

ン
ド
ー
ニ
氏
に
師
事
。

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

▼
第
１
部　

小
学
生
人
権
標
語

コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
発
表

▼
第
２
部　

人
権
啓
発
講
演
会

▼
第
３
部　

合
唱
（
染
井
野
小

学
校
合
唱
部
）

内
容　
全
盲
、
両
親
の
離
別
、
生

き
る
価
値
を
見
失
い
、悩
む
日
々
、

そ
し
て
生
き
る
希
望
を
得
ら
れ
た

牧
師
と
の
出
会
い
。
逆
境
を
乗
り

越
え
て
き
た
か
ら
こ
そ
伝
え
ら
れ

る
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

　
歌
と
お
話
を
交
え
、笑
い
あ
り
、

涙
あ
り
の
講
演
会
。
聴
く
人
の
心

を
揺
さ
ぶ
り
、
深
く
澄
み
渡
る
歌

声
は
心
を
慰
め
て
く
れ
ま
す
。

 
魂
の
テ
ノ
ー
ル
歌
手 

新
垣 

勉 

ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト

人
権
啓
発
講
演
会「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
人
生
を
大
切
に
」

　
消
防
団
員
・
消
防
職
員
が
地
域

の
消
防
防
災
活
動
に
対
す
る
決
意

を
新
た
に
し
、
災
害
の
な
い
安
全

な
市
民
生
活
を
祈
念
し
ま
す
。

内
容　
式
典
・
表
彰
式
ほ
か

問
い
合
わ
せ　
危
機
管
理
室

☎（
４
８
４
）
６
１
３
２

■
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
企
業
・
保
護
者
・
学
校
に
よ
る

三
者
懇
談
会
」

　
企
業
、
保
護
者
、
学
校
（
特
別

支
援
学
校
、
県
立
高
校
）
の
三
者

で
佐
倉
市
の
障
が
い
者
雇
用
に
つ

い
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

ま
す
。

日 

１
月
24
日
㈭
午
後
２
時
〜
５
時

場 

志
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー　
要
申
し
込
み

費 

５
０
０
円
（
資
料
代
）

※
詳
細
は
千
葉
県
中
小
企
業
家
同

友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

申 

問 

千
葉
県
中
小
企
業
家
同
友
会

事
務
局
☎
（
２
２
２
）
１
０
３
１

■
平
成
30
年
度 

印
旛
沼
環
境
基

金 

助
成
事
業
成
果
報
告
会

　
当
該
基
金
か
ら
助
成
を
受
け
、

印
旛
沼
お
よ
び
流
域
の
水
質
浄

化
、
環
境
保
全
の
た
め
の
活
動
を

し
た
学
校
や
一
般
団
体
な
ど
の
活

動
成
果
報
告
会
を
行
い
ま
す
。

日 

１
月
25
日
㈮
午
前
９
時
15
分

〜
午
後
３
時
15
分
（
受
付 

午
前

８
時
55
分
〜
） 

お 

知 

ら 

せ

無
料
・
申
し
込
み
不
要

場 

印
旛
合
同
庁
舎

問 

印
旛
沼
環
境
基
金

☎
（
４
８
５
）
０
３
９
７

■
低
栄
養
予
防
・
口
腔
教
室 

〜
フ
レ
イ
ル
対
策
で
健
康
長
寿
に
〜

日 

２
月
６
日
㈬
午
後
１
時
15
分

〜
４
時
、
２
月
20
日
㈬
午
前
９
時

45
分
〜
午
後
２
時
30
分
、
２
月
27

日
㈬
午
後
１
時
15
分
〜
３
時
45
分 

要
申
し
込
み
・
無
料 

場 

ミ
レ
ニ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
佐
倉 

内 

講
義
、
調
理
実
習
、
個
別
相

談
な
ど 

対 

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で
全

回
参
加
で
き
る
か
た
（
未
受
講
者

優
先
） 

定 

25
人
（
多
数
時
抽
選
） 

〆 

１
月
23
日
㈬ 

申 

問 

高
齢
者
福
祉
課

☎
（
４
８
４
）
６
３
４
３

■
市
営
住
宅
入
居
者
募
集 

【
募
集
期
間
】　

１
月
15
日
㈫
〜
1
月
31
日
㈭

　

募
集
内
容
に
つ
い
て
は
、「
こ

う
ほ
う
佐
倉
」
1
月
15
日
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

問 

住
宅
課☎（

４
８
４
）
６
１
６
８

日
時　

２
月
13
日
㈬
午
後
２
時
〜
３

時
30
分 
要
申
し
込
み
・
無
料

場
所　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
講
堂

定
員　
２
５
０
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

佐
倉
商
工
会
議
所

☎
（
４
８
６
）
２
３
３
１ 

　
現
在
関
東
地
方
を
中
心
に
、
風

し
ん
患
者
の
届
出
数
が
大
幅
に
増

加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
多
く
は
30

代
か
ら
50
代
の
男
性
が
占
め
て
お

り
、
こ
の
年
代
の
男
性
は
、
風
し

ん
の
抗
体
価
が
低
い
か
た
が
２
割

程
度
存
在
し
ま
す
。

◎
妊
婦
へ
の
感
染
を
防
ぐ
た
め
に

　
妊
婦
さ
ん
が
風
し
ん
に
か
か
る

と
、
胎
児
の
目
や
耳･

心
臓
な
ど

に
障
害
を
も
た
ら
す
「
先
天
性
風

し
ん
症
候
群
」
と
い
う
病
気
に
か

か
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
特
に

妊
娠
初
期
の
女
性
で
は
、
妊
娠
１

か
月
で
50
％
以
上
、
２
か
月
で

35
％
程
度
の
確
率
で
先
天
性
風
し

ん
症
候
群
を
発
症
す
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
妊
婦
さ
ん
の
家
族
が

予
防
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◎
千
葉
県
で
は
風
し
ん
抗
体
検
査

を
無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す

　
次
の
項
目
に
全
て
該
当
す
る
か

た
は
、
県
の
委
託
医
療
機
関
で
風

し
ん
抗
体
検
査
を
無
料
で
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
千
葉
県
に
居
住
し
て
い
る
（
千

葉
市
・
船
橋
市
・
柏
市
を
除
く
）

▼
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
と
そ
の

パ
ー
ト
ナ
ー
ま
た
は
、
風
し
ん
の

抗
体
価（
※
）が
低
い
妊
婦
の
パ
ー

ト
ナ
ー　
（
※
）
HI
法
で
32
倍
未

満
、
Ｅ
Ｉ
Ａ
（
Ｉ
ｇ
Ｇ
）
法
で
8.0

未
満
で
あ
る
こ
と

▼
過
去
に
風
し
ん
の
抗
体
検
査
や

予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
が
な
い

▼
過
去
に
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ

と
が
な
い

※
詳
細
は
千
葉
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
下
部
二
次
元

コ
ー
ド
を
読
み

取
り
）
を
参
照

※
検
査
の
結
果
、

抗
体
価
が
低
い
と
言
わ
れ
た
か
た

は
、予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

任
意
接
種
と
な
る
た
め
、
医
師
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
健
康
増
進
課

☎
（
４
８
５
）
６
７
１
１

佐
倉
市
消
防
出
初
式
を
開
催
し
ま
す

新
春
経
済
講
演
会

「
世
界
経
済
の
動
向
と
今
後
の
日
本
経
済
」

日
時　
１
月
６
日
㈰
午
前
10
時
〜

場
所　
岩
名
運
動
公
園岩

名
球
技
場

 （
雨
天
時
は
中
央
公
民
館
）

申
し
込
み
不
要

講
師　
内
田
裕
子

（
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

【
補
助
の
要
件
】

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
か
た 

▼
市
内
在
住 

▼
機
器
の
設
置
場

所
が
あ
る 

▼
処
理
さ
れ
た
物
を

自
ら
の
責
任
で
処
理
で
き
る 

※
市
の
取
扱
指
定
店（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
参
照
）で
購
入
手
続
き
が

必
要
で
す

【
補
助
対
象
機
器
】

❶
コ
ン
ポ
ス
ト（
生
ご
み
の
堆
肥

化
容
器
）

❷
発
酵
菌
に
よ
る
生
ご
み
減
容
器

❸
電
気
式
生
ご
み
処
理
機

※
８
万
円
超
の
も
の
は
対
象
外

【
補
助
金
額
】（
１
基
あ
た
り
）

❶
❷ 
購
入
価
格（
税
抜
き
）の
１

／
３（
１
０
０
円
未
満
切
り
捨
て・

上
限
２
０
０
０
円
）

※
年
度
内
１
世
帯
２

基
ま
で

❸
購
入
価
格（
税
抜
き
）の
１
／

４（
１
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
・

上
限
１
万
円
）

※
年
度
内
１
世
帯
１
基
ま
で

【
手
続
き
方
法
】

　
購
入
時
に
印
鑑
と
免
許
証
な
ど

の
住
所
・
氏
名
を
確
認
で
き
る
も

の
を
取
扱
指
定
店
に
持
参
し
、
備

え
付
け
の
書
類
を
作
成
し
て
く
だ

さ
い
。
補
助
金
相
当
額
を
控
除
し

た
金
額
で
購
入
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
廃
棄
物
対
策
課

☎（
４
８
４
）６
１
４
９

取
り
扱
い
指
定
店
で
、
購
入
時
に
申
請
が
必
要
で
す

生
ご
み
処
理
機
器
の
購
入
を
補
助
し
ま
す

⬆ 新春の恒例行事。決意を新たに災害のない一
年を祈念します

妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
、
妊
婦
さ
ん
と
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
の
か
た
へ

風
し
ん
の
抗
体
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
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７…みんなの保健 2019 年（平成 31 年）1月１日〈1300 号〉

インフォメーション

▶健管…健康管理センター　  ▶西保…西部保健センター 
▶南保…南部保健センター

■マタニティクラス /パパママクラス（要申し込み）

●出前健康講座　地域の集まりやサークル活動などに、保
健師・栄養士・歯科衛生士を派遣。健康づくりに関する講
座を行います。

事  業 場所 時間 1月 ２月 ３月

４か月
乳児相談

受付時間 H30.8生 H30.9生 H30.10生
健管 ９:30～10:30/

13:30～14:30
7 日㈪ 5日㈫ 4日㈪

西保 18 日㈮ 13日㈬ 6日㈬
南保 13:30～14:30 23 日㈬ 25日㈪ 22日㈮

もぐもぐ
教室

（８か月）

受付時間 H30.4生 H30.5生 H30.6生
健管 13:30～13:45 9 日㈬ 8日㈮ 13日㈬
西保 ９:30～９:45 15 日㈫ 15日㈮ 25日㈪
南保 2月25日㈪

１歳
６か月児
健　診

受付時間 H29.7生 H29.8生 H29.9生
健管

13:15～14:15
29 日㈫ 26日㈫ 20日㈬

西保 24 日㈭ 21日㈭ 11日㈪
南保 1 月 10 日㈭ 3月 7日㈭

３歳児
健　診

受付時間 H27.7生 H27.8生 H27.9生
健管

13:15～14:15
30 日㈬ 27日㈬ 19日㈫

西保 25 日㈮ 22日㈮ 12日㈫
南保 1 月 11 日㈮ 3月 8日㈮

幼児
歯科健診

※○の日は、
希望者に
ことばの相談
を実施して
います

受付時間
H29.1生 H29.2生 H29.3生
H28.7生 H28.8生 H28.9生
H28.1生 H28.2生 H28.3生

健管

13:15～14:15

○ 8日㈫  
    22日㈫

○7日㈭ 
   19 日㈫

○5日㈫
   15 日㈮

西保 ○21日㈪
   28日㈪

○4日㈪
   18日㈪

○4日㈪
   18日㈪

南保 ○18日㈮ ○14日㈭ ○14日㈭
すくすく
発達相談

（要申し込み）

実施時間
健管 ９:00～12:00 17 日㈭ 21日㈭ 14日㈭

健康相談
（要申し込み）

受付時間
健管 13:30～15:30 18 日㈪ 25日㈪
西保 ９:30～11:30 7日㈪ 20日㈬
南保 28 日㈭ 18日㈪

ことばと
発達の相談

　ことば・聞こえ・発
達などの面で心配の
あるお子さんの相談

　健管に電話などで申し込み
　（電話相談可）

新生児訪問
・こんにちは
赤ちゃん訪問

　出産されたかた全
員のお宅を保健師・
助産師（第２子以降
の出産の場合は、「こ
んにちは赤ちゃん訪
問員」）が訪問

　母子健康手帳別冊に添付されて
いる「出生通知書」を退院後に投
函

妊婦訪問
　妊婦宅に伺い、経
過・日常生活などに
ついての相談

　健管・西保・南保に電話などで
申し込み

■各種健診・相談　健康管理センター☎（485）6712

「
減
塩
」し
ま
し
ょ
う

出産予定 Ｈ31.3 ～ 5 Ｈ 31.4 ～ 6 Ｈ 31.5 ～ 7
事業 場所 時間 1月 2月 3月

マタニティクラス 健管 9：00～
14：30西保 14 日㈭

パパママクラス
健管 9：00～

12：00西保 20日㈰ 3日㈰

●
自
死
遺
族
支
援「
対
面
相
談
」

日 

１
月
18
日
㈮
午
後
１
時
〜
４
時

（
１
人
50
分
、
継
続
相
談
あ
り
）   

要
申
し
込
み
・
無
料

場 

県
印
旛
合
同
庁
舎

対 

定 

県
内
在
住
の
か
た

※
精
神
科
治
療
を
受
け
て
い
る
か
た

は
、
治
療
者
の
了
解
を
得
て
く
だ
さ
い

申 

問 

千
葉
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

☎（
２
２
２)

４
４
１
６（
月
〜
金
曜

日 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

●
精
神
科
医
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

日 

１
月
23
日
㈬
午
後
1
時
50
分
〜
4

時
（
１
人
40
分
） 要
申
し
込
み
・
無
料

※
予
約
時
に
電
話
問
診
あ
り

※
投
薬
、
診
断
、
治
療
目
的
の
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
は
で
き
ま
せ
ん

場 

申 

問 

西
部
保
健
セ
ン
タ
ー

☎（
４
６
３
）
４
１
８
１

●
市
民
公
開
講
座「
肝
臓
癌
、
膵
癌

の
診
断
と
治
療
」

日 

１
月
12
日
㈯
午
後
２
時
〜
３
時

30
分 

無
料
・
申
し
込
み
不
要

場 

聖
隷
佐
倉
市
民
病
院

定 

１
０
０
人
（
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ　
聖
隷
佐
倉
市
民
病
院

☎（
４
８
６)

１
１
５
１

●
市
民
公
開
講
座「
緩
和
医
療
」

日 

１
月
19
日
㈯
午
後
２
時
〜
３
時

30
分 

無
料
・
申
し
込
み
不
要

場 

聖
隷
佐
倉
市
民
病
院

定
員　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ　
聖
隷
佐
倉
市
民
病
院

☎（
４
８
６)

１
１
５
１

ら
こ
、
佃
煮
な
ど
）、
は
ん
ぺ
ん
、

か
ま
ぼ
こ
な
ど
の
練

り
物
製
品
、
ハ
ム
、

ウ
ィ
ン
ナ
ー
な
ど
の

肉
加
工
品 

な
ど

▼
し
ょ
う
ゆ
や
ソ
ー
ス
な
ど
の
調

味
料
は
、
か
け
ず
に
つ

け
て
食
べ
て
み
ま
し
ょ

う
。

▼
漬
物
は
１
日
１
回
ま
で
に
し
ま

し
ょ
う
。

▼
汁
物
は
１
日
１
杯
ま
で
と
し
、

野
菜
で
具
だ
く
さ
ん
に
し
ま
し
ょ

う
。
※
薄
味
に
し
て
も
具
が
少
な

い
と
、
汁
を
た
く
さ
ん
取
り
、
同

じ
１
杯
で
も
塩
分
を
多
く
摂
取
し

て
し
ま
い
ま
す
。
１
日
２
杯
以

上
汁
物
を
飲
む
人
は
、

１
杯
減
ら
す
と
約
１

〜
１
・
２
ｇ
の
減
塩

に
な
り
ま
す

▼
外
食
で
の
食
べ
方
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
例
え
ば
、
丼
物
、
め
ん

類
な
ど
の
単
品
料
理
ば
か
り
で
は

「
減
塩
」
の
す
す
め

　
平
成
29
年
国
民
健
康
・
栄
養
調

査
結
果
か
ら
、
食
塩
の
摂
取
に
つ

い
て
、全
て
の
年
代
で
目
標
量（
成

人
男
性
８
ｇ
未
満
、
成
人
女
性

７
ｇ
未
満
）よ
り
２
ｇ
程
度
多
く

と
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
10
年
間
で

男
性
、
女
性
と
も
に
食
塩
の
摂
取

は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
高
血
圧

の
人
は
、男
性
、女
性
と
も
に
「
６

ｇ
未
満
」
が
理
想
で
す
。
平
成
28

年
の
結
果
で
は
、
県
の
男
性
は
全

国
ワ
ー
ス
ト
12
位
、
女
性
は
ワ
ー

ス
ト
４
位
の
塩
分
摂
取
量
で
す
。

（「
平
成
29
年
国
民
健
康
・
栄
養
調

査
結
果
の
概
要
」
よ
り
）

■
な
ぜ
減
塩
が
必
要
な
の
か

　
食
塩
を
取
り
過
ぎ
る
と
血
液
中

の
ナ
ト
リ
ウ
ム
濃
度
が
高
く
な

り
、
血
液
の
濃
度
を
一
定
に
保
つ

た
め
に
水
分
量
が
増
え
、
血
液
量

も
増
え
ま
す
。
血
液
量
が
増
え
る

と
、
心
臓
は
強
い
力
で
全
身
に
血

液
を
送
り
出
す
た
め
、
血
圧
が
上

が
り
ま
す
（
高
血
圧
）。

　

こ
の「
高
血
圧
」の
状
態
が
続

く
と
、
血
管
内
壁
が
傷
つ
き
、
動

脈
硬
化
を
進
め
、
さ
ま
ざ
ま
合
併

症
（
脳
梗
塞
、
脳
出
血
、
心
筋
梗

塞
、心
不
全
、腎
不
全
等
）
を
招
き
、

健
康
寿
命
に
大
き
く
影
響
し
ま
す

の
で
、「
減
塩
」を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

■
食
べ
方
で
の
減
塩

▼
食
塩
の
多
い
食
品
の
食
べ
過
ぎ

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

例
え
ば
、
塩
蔵
品
（
塩
さ
け
、
た

な
く
、
定
食
を
選
ぶ
、

め
ん
類
を
食
べ
る
時

は
、
汁
を
飲
ま
な
い 

な
ど

■
料
理
で
の
減
塩

▼
旬
の
食
材
や
新
鮮
な
食
材
を
使

い
ま
し
ょ
う
。

▼
う
ま
味
の
あ
る
食
品
を
利
用
し

ま
し
ょ
う
。
干
し
い
た
け
、昆
布
、

か
つ
お
節
、
煮
干
し
な
ど
の
天
然

だ
し
が
お
す
す
め
で
す
。

※
顆
粒
の
だ
し
は
食
塩
を
含
ん
で

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

▼
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
食
べ
ま
し
ょ

う
。
野
菜
や
果
物
、
い
も
類
に
多

く
含
ま
れ
て
い
る
カ
リ
ウ
ム
に

問
い
合
わ
せ　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー 

☎（
４
８
５
）６
７
１
２

ア
ル
コ
ー
ル
の
付
き
合
い
方
は
、

正
し
く
、
楽
し
く
、
ゆ
っ
く
り
と

【
適
切
な
飲
酒
量
】

　

厚
生
労
働
省
は
「
健
康
日
本
21
」

の
中
で
、
日
本
人
の
「
節
度
あ
る

適
度
な
飲
酒
量
」
を
、
１
日
平
均

純
ア
ル
コ
ー
ル
20
ｇ
程
度
と
定
義

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ビ
ー
ル

中
ビ
ン
１
本
（
５
０
０
ミ
リ
リ
ッ

ト
ル
）
に
相
当
し
ま
す
。
一
般
的

に
女
性
や
高
齢
者
、
少
量
の
飲
酒

で
顔
が
赤
く
な
る
人
の
場
合
は
、

さ
ら
に
少
な
い
量
が
望
ま
し
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
お
酒
の
適
量
目
安

　
（
１
日
い
ず
れ
か
ひ
と
つ
ま
で
）

お
知
ら
せ

日
時 

１
回
目
・
２
月
７
日
㈭
、
２

回
目
・
28
日
㈭　

午
後
１
時
15
分

〜
４
時

要
申
し
込
み
・
無
料　

 

定
員
25
人

（
先
着
順
）　

場
所　

西
部
保
健
セ

ン
タ
ー

対
象 

市
内
在
住
、
40
歳
〜
74
歳
の

か
た
で
次
の
①
、
②
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
か
た　
①
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
該
当
者
ま
た
は

予
備
群
の
か
た　
②
今
年
度
ま
た
は

昨
年
度
の
健
診
デ
ー
タ
（
血
圧
・
中

性
脂
肪
・
L
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
・
血
糖
値
）
が
高
め
の
か
た　

締
め
切
り 

1
月
24
日
㈭

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
☎（
４
８
５
）
６

７
１
２

運
動
習
慣
づ
く
り
教
室
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　
適
量
の
ア
ル
コ
ー
ル
は
、
気
分
転
換
や
ス
ト
レ
ス
解
消
な
ど
に

有
効
で
す
が
、
飲
み
方
を
間
違
え
て
し
ま
う
と
、
生
活
習
慣
病
の

助
長
や
が
ん
の
誘
発
な
ど
、健
康
を
害
す
る
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　
適
正
飲
酒
量
を
知
っ
て
、お
酒
と
上
手
に
付
き
合
い
ま
し
ょ
う
。

〜
食
塩
の
摂
取
を
控
え
て
、

健
康
寿
命
を
伸
ば
そ
う
〜

「
減
塩
レ
シ
ピ
」
配
布
し
ま
す は

、
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
排
出
し
、
血

圧
を
下
げ
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

▼
表
面
に
調
味
し
ま
し
ょ
う
。

▼
油
を
上
手
に
使
っ
て
調
理
し
ま

し
ょ
う
。

▼
こ
ん
が
り
と
焼
き
ま
し
ょ
う
。

▼
「
減
塩　

助
っ
人
食
材
」（
に

ん
に
く
、
し
ょ
う
が
な
ど
の
香
味

野
菜
、
か
ん
き
つ
類
（
ゆ
ず
、
レ

モ
ン
な
ど
）
や
酢
、
カ
レ
ー
粉
な

ど
の
香
辛
料
、
乳
製
品
、
ゴ
マ
や

ナ
ッ
ツ
な
ど
の
種
実
類
）
を
活
用

し
ま
し
ょ
う
。

▼
と
ろ
み
を
つ
け
て
、
味
を
か
ら

ま
せ
る
と
調
味
料
を
使
う
量
が
少

な
く
て
も
味
が
薄
く
な
り
ま
せ
ん
。

ビ
ー
ル

（
５
度
）

日
本
酒

（
15
度
）

焼
酎（
25
度
）

ワ
イ
ン（
14
度
）

缶
チ
ュ
ー
ハ
イ

（
５
度
）

（ 

）内
の
数
字
は
ア
ル
コ
ー
ル
度
数

参
考
：
公
益
社
団
法
人
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
医
学
協
会

中
ビ
ン
１
本

（
５
０
０
㎖
）

約
１
１
０
㎖

１
合

（
１
８
０
㎖
）

３
５
０
㎖
缶

１
・
５
缶

１
／
４
本

（
約
１
８
０
㎖
）

　

毎
日
の
食
事
の
中
で
、
手
軽
に
で
き

る
お
い
し
い
減
塩
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
た

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。
１

月
15
日
㈫
か
ら
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
、

西
部
保
健
セ
ン
タ
ー
、
南
部
保
健
セ
ン

タ
ー
で
配
布
し
ま
す
（
無
料
）。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
（
１
月

15
日
㈫
か
ら
）
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

20180101p07.indd   2 2018/12/20   16:20:19



●
ふ
る
さ
と
味
工
房 

和
田
新
鮮

野
菜（
大
和
芋
）料
理
教
室

日
時　
１
月
30
日
㈬
午
前
9
時
30

分
～
午
後
1
時　
要
申
し
込
み

費
用　
５
０
０
円

定
員　
12
人（
先
着
順
）

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

締
め
切
り　
１
月
21
日
㈪

申
し
込
み　

電
話
で（
１
月
7
日

㈪
午
前
９
時
～
）

●
和
田
工
芸
講
座﹁
機
織
り
﹂工
芸

日
時　
２
月
１
日
㈮
午
前
9
時
30

分
～
正
午
、
２
月
８
日
㈮
午
後
１

時
～
３
時
30
分（
全
２
回
）　

要
申
し
込
み
・
無
料

定
員　
10
人（
先
着
順
）

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
で
全
回

参
加
で
き
る
か
た

申
し
込
み　
電
話
ま
た
は
来
館
で

（
１
月
９
日
㈬
午
前
９
時
～
）

●
明
治
１
５
０
年
記
念
事
業
講
演
会

﹁
佐
倉
最
初
の
電
車
計
画 

宗
吾
電

気
鉄
道
と
佐
倉
駅
初
代
駅
舎
﹂

日
時　

１
月
23
日
㈬
午
前
10
時

～
正
午　

要
申
し
込
み
・
無
料

講
師　

白
土
貞
夫（
鉄
道
史
研
究

家
）

定
員　
50
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

電
話
で（
１
月
4
日

㈮
午
前
９
時
～
）

●
お
は
な
し
会

日
時　
１
月
12
日
㈯
午
後
２
時
～

無
料
・
申
し
込
み
不
要

内
容　
﹁
て
ぶ
く
ろ（
絵
本
）﹂﹁
王

子
さ
ま
の
耳
は
ロ
バ
の
耳
﹂﹁
十

二
支
の
は
じ
ま
り（
テ
ー
ブ
ル
人

形
）﹂な
ど

対
象　
５
歳
～

●
健
康
講
座

﹁
歯
と
健
康
の
意
外
な
関
係
﹂

日
時　
１
月
24
日
㈭
午
後
２
時
～

４
時　
要
申
し
込
み
・
無
料

定
員　
30
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　
電
話
ま
た
は
来
館
で

（
１
月
７
日
㈪
午
前
９
時
～
）

●
子
育
て
サ
ロ
ン
と
ひ
よ
こ
タ
イ

ム
の
コ
ラ
ボ「
平
成
最
後
の
！
お

正
月
あ
そ
び
」

日
時　

１
月
17
日
㈭
午
前
10
時

30
分
～
11
時
30
分

無
料
・
申
し
込
み
不
要

内
容　
か
る
た
あ
そ
び
、
す
ご
ろ

く
、
工
作

対
象　
乳
幼
児
と
保
護
者

●
お
正
月
遊
び
を
楽
し
も
う

日
時　
１
月
６
日
㈰
午
後
１
時
30

分
～
３
時

無
料
・
申
し
込
み
不
要

内
容　
だ
る
ま
落
と
し
、
か
る
た

と
り
、
ゲ
ー
ム
な
ど

●
科
学
と
遊
ぼ
う「
静
電
気
の
不

思
議
を
知
ろ
う
！
」

日
時　

１
月
26
日
㈯
午
前
10
時

～
正
午　

要
申
し
込
み

費
用　
３
０
０
円

対
象　
小
学
生
～

定
員　
10
人（
先
着
順
）

持
ち
物　
水
筒

申
し
込
み　
電
話
ま
た
は
来
館
で

2019 年（平成 31 年）１月１日〈1300 号〉 施設ガイドほか　８

臼
井
公
民
館

☎（
４
６
１
）６
２
２
１

和
田
公
民
館

☎（
４
９
８
）０
４
１
７

根
郷
公
民
館

☎（
４
８
６
）３
１
４
７

●
１
月
の
お
茶
席（
申
し
込
み
不
要
）

日
に
ち
・
流
派

14
日（
月
・
祝
）　
表
千
家
流

20
日
㈰　
裏
千
家
流

27
日
㈰　
表
千
家
流

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30

分費
用　
一
服
４
０
０
円

問
い
合
わ
せ　
文
化
課
☎（
４
８

４
）６
１
９
１

︿
貸
席
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
﹀

公
園
緑
地
課
☎（
４
８
４
）
６
１

６
５

場 

場
所 

内 

内
容 

講 

講
師 

費 

費
用 

対 

対
象 

定 

定
員 

〆 

締
め

切
り 

申 

申
し
込
み 

問 

問
い
合

わ
せ

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
お
知
ら
せ

◆
就
業
相
談
会

日 

場 

▼
１
月
８
日
㈫
・
21
日
㈪

午
前
９
時
15
分
～
11
時
45
分 

ミ

レ
ニ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
佐
倉 
▼
１

月
10
日
㈭
午
前
９
時
30
分
～
11
時

30
分 

南
部
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

無
料
・
申
し
込
み
不
要 

対 

60
歳

～ 

問 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
山

崎
・
金
城

◆
入
会
説
明
会

日 

時 

▼
１
月
11
日
㈮ 

志
津
公
民

館 

▼
１
月
15
日
㈫ 

レ
イ
ン
ボ
ー

プ
ラ
ザ 

時 

午
前
９
時
30
分
集
合

（
電
話
で
確
認
）

◆
福
祉
有
償
運
送﹁
レ
イ
ン
ボ
ー

シ
ャ
ト
ル
﹂会
員
登
録
受
付
中

対 

市
内
在
住
で ﹁
要
介
護
者
﹂﹁
要

支
援
者
﹂﹁
身
体
障
害
者
﹂の
か
た 

※
包
括
園
支
援
セ
ン
タ
ー
に
も
相

談
可 

費 

15
分
６
０
０
円 

※
市
内

発
着
近
郊
に
限
る 

申 

問 

レ
イ
ン

ボ
ー
シ
ャ
ト
ル
☎（
３
０
８
）
７

８
４
８
、
℻（
４
８
１
）３
０
１
０

ヤ
ン
グ
プ
ラ
ザ

☎（
４
８
４
）６
４
３
１

南
部
児
童
セ
ン
タ
ー

☎（
４
８
３
）２
８
０
０

三
逕
亭
（
佐
倉
城
址
公
園
内
）

☎（
４
８
６
）
４
５
２
０

 

認
知
症
の
か
た
や
そ
の
家
族
の
か
た
へ

１
月
の
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ 

場
所

日
時（
各
２
時
間
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

志
津
市
民
プ
ラ
ザ

C's
ｃ
ａ
ｆ
ｅ

14
日
㈪
午
前
10
時
～

☎（
３
１
０
）６
１
１
０

と
き
わ
の
杜

13
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～
☎（
４
８
５
）３
７
１
１

さ
く
ら
の
丘

20
日
㈰
午
後
２
時
～

☎（
４
８
１
）３
０
２
０

さ
く
ら
苑

26
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～
☎（
４
８
６
）５
０
５
０

そ
ば
カ
フ
ェ
301

17
日
㈭
午
後
２
時
～

❶
志
津
北
部

ゆ
た
か
苑

13
日
㈰
午
後
１
時
～

❷
志
津
南
部

リ
ハ
ビ
リ
デ
イ

ひ
ま
わ
り
の
里

27
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～
❸
臼
井
・
千
代
田

栄
町
集
会
所

15
日
㈫
午
前
10
時
～

❹
佐
倉

は
ち
す
苑

27
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～
❺
南
部

※
❶
～
❺
は﹁
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
﹂９
ペ
ー
ジ
参
照

 

◆
家
事
支
援
サ
ー
ビ
ス

費 

30
分
以
内
５
０
０
円
、
１
時

間
９
９
０
円
～ 

以
降
30
分
４
９

５
円 

※
詳
細
は
要
問
い
合
わ
せ

◆
シ
ル
バ
ー
Ｐ
Ｃ
サ
ポ
ー
タ
ー

❶
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談
会

日 

２
月
３
日
㈰
午
前
10
時
～
午

後
３
時 

申
し
込
み
不
要 

※
毎
月

第
１
日
曜
日
実
施
。
１
月
は
お
休

み 

費 

初
回
無
料（
２
回
目
以
降

30
分
５
０
０
円
）

❷
パ
ソ
コ
ン
個
人
指
導
・
ト
ラ
ブ

ル
対
応

　
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ホ
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
の
指
導
や
各
種
設
定
、
パ
ソ
コ

ン
購
入
相
談
な
ど
に
対
応
し
ま
す
。

費 

２
時
間
２
４
２
０
円
、
以
降

１
時
間
１
２
１
０
円 

※
修
理
は

別
途
有
料
︑
休
祝
日
・
夜
間
対
応
。

訪
宅
可

◆
植
木
職
養
成
講
座

日 

２
月
初
旬
～
９
月
下
旬（
全

43
回
） 

場 

レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ザ

佐
倉
お
よ
び
市
内
実
習
先 

要
申

し
込
み 

費 

２
万
円（
制
服
支
給
） 

対 

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
で
運

転
免
許
が
あ
り
車
が
使
え
る
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
就
業
希

望
の
か
た 

〆 

１
月
11
日
㈮ 

※
詳

細
は
要
問
い
合
わ
せ

︽
共
通
事
項
︾  

場 

レ
イ
ン
ボ
ー
プ

ラ
ザ
佐
倉 

申 

問 

佐
倉
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
☎（
４
８
６
）５
４

８
２
、
℻（
４
８
６
）５
４
１
９
、 

sakurassjc@
sjc.ne.jp

、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ http://sakura-sjc.

or.jp/sjc-sakura/

■
介
護
者
の
つ
ど
い

︽
共
通
事
項
︾要
申
し
込
み
・
無
料

◆
家
庭
で
の
排
せ
つ
介
助 

も
う

こ
れ
で
大
丈
夫

日 

１
月
17
日
㈭
午
後
２
時
～
４
時 

定 

10
人 

場 

申 

問 

は
ち
す
苑
☎

（
４
８
３
）４
１
６
５

◆
日
頃
の
悩
み
を
話
し
合
い
ま
せ

ん
か
？

日 

１
月
18
日
㈮
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分 

場 

志
津
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

申 

問 

志
津
ユ
ー

カ
リ
苑
☎（
４
６
３
）
２
９
４
４

◆
自
宅
で
役
立
つ
介
助
方
法

日 

２
月
３
日
㈰
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分 

定 

10
人 

場 

申 

問 

ひ
ま
わ
り
の
里
☎（
４
８
８
）
３

３
７
１

■
土
地
家
屋
調
査
士
登
記
相
談

日 

１
月
９
日
㈬
午
前
９
時
～
正

午 

無
料
・
申
し
込
み
不
要 

場 

法

務
局
佐
倉
支
局
、
法
務
局
成
田
出

張
所 

内 

土
地
境
界
問
題
、
分
筆
、

新
築
登
記
な
ど 

問 

千
葉
県
土
地

家
屋
調
査
士
会
印
旛
支
部
・
岩
淵

☎（
４
８
５
）１
８
３
５

■
志
津
図
書
館
映
画
上
映
会

第
８
回 「
旅
す
る
シ
ネ
マ
」

日 

１
月
26
日
㈯
午
後
６
時
30
分

～
８
時
30
分（
開
場
午
後
６
時
～
） 

無
料
・
申
し
込
み
不
要 

場 

西
志

津
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

内 

上
映

作
品﹁
ラ
イ
オ
ン 

25
年
目
の
た
だ

い
ま
﹂ 

定 

１
０
０
人（
先
着
順
）

問 

志
津
図
書
館
☎（
４
８
８
）０

９
０
６

■
精
神
疾
患
の
早
期
発
見
・
早
期

治
療

日 

２
月
16
日
㈯
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分 

要
申
し
込
み
・
無

料 

場 

志
津
公
民
館 

講 

佐
々
木

剛（
千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院

こ
ど
も
の
こ
こ
ろ
診
療
部
精
神
科

医
・
児
童
精
神
科
医
） 

定 

１
０

０
人（
先
着
順
） 

問 

家
族
会
か
ぶ

ら
ぎ
会
☎
０
９
０（
４
７
５
５
）

３
６
８
２

■
市
観
光
協
会
臨
時
職
員
募
集

内 

施
設
、
公
園
内
清
掃
、
公
園

内
整
備
、
花
植
栽
、
イ
ベ
ン
ト
業

勤
務
地　
佐
倉
ふ
る
さ
と
広
場

勤
務
時
間　

週
３
～
４
日
程
度

（
シ
フ
ト
制
）
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分 （
土
日
祝
日
勤
務

あ
り
）　
※
研
修
期
間
あ
り

賃
金　
時
給
９
８
５
円  　

定
員　
８
人
程
度

資
格　
普
通
自
動
車
運
転
免
許

申 
郵
送
ま
た
は
持
参
で
履
歴
書

（
写
真
付
）を
〒
285
─

０
０
１
４ 

佐

倉
市
栄
町
８
│
７
へ 

〆 

１
月
15

日
㈫（
必
着
） 
問 
市
観
光
協
会
☎

（
４
８
６
）６
０
０
０

❶
犬
の
し
つ
け
方
教
室

1
基
礎
講
座　

要
申
し
込
み
・
無
料

日
時　
１
月
10
日
㈭
、
２
月
14
日

㈭
、
３
月
７
日
㈭
午
前
10
時
〜
正

午（
受
付 

午
前
９
時
30
分
〜
10
時
）

定
員　
20
組（
先
着
順
・
飼
い
犬

同
伴
不
可
）

₂
実
技
講
座　
要
申
し
込
み

（
千
葉
県
動
物
保
護
管
理
協
会 

開
催
）

日
時　

１
月
10
日
㈭
、
２
月
２
日

㈯
、
３
月
７
日
㈭
午
後
１
時
〜
３

時（
受
付 

午
後
零
時
30
分
〜
１
時
）

費
用　
３
０
０
０
円（
消
費
税
別
）

定
員　
10
組
（
先
着
順
・
飼
い
犬

同
伴
） 

❷
パ
ピ
ー
ク
ラ
ス

要
申
し
込
み
・
無
料

　
子
犬
の
飼
い
方
、
し
つ
け
方
を

学
び
ま
す
。

※
日
程
な
ど
は
︑
問
い
合
わ
せ
後

に
調
整
し
ま
す

※
生
後
６
か
月
く
ら
い
ま
で
の
飼

い
犬
と
同
伴

❸
譲
渡
会　

無
料
・
申
し
込
み
不
要

　
セ
ン
タ
ー
の
成
犬
・
成
猫
を
譲

渡
し
ま
す
。

日
時　
１
月
17
日
㈭
、
２
月
21
日

㈭
、
３
月
14
日
㈭
午
前
９
時
30
分

〜
正
午
（
受
付 

午
前
９
時
〜
９

時
30
分
）

❹
飼
い
主
さ
が
し
の
会　

要
申
し
込
み
・
無
料

　
犬
猫
が
ほ
し
い
か
た
と
、
譲
り

た
い
飼
い
主
の
か
た
と
の
出
会
い

の
場
で
す
。

日
時　
１
月
12
日
㈯
、
２
月
２
日

㈯
、
３
月
２
日
㈯

▼
犬
猫
が
欲
し
い
か
た
の
受
付

午
前
９
時
〜
９
時
30
分 

▼
犬
猫
を
あ
げ
た
い
か
た
の
受
付

午
前
９
時
30
分
〜
10
時

︻
共
通
事
項
︼

場
所
　
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー 

（
富
里
市
御
料
７
０
９
│
１
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

❶
1
、❷
～
❹ 

県
動
物
愛
護
セ
ン

タ
ー☎０

４
７
６（
９
３
）５
７
１
１

₂ 

県
動
物
保
護
管
理
協
会

☎（
２
１
４
）
７
８
１
４

※
東
葛
飾
支
所（
柏
市
）
で
も
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す（
千
葉
県
動

物
愛
護
セ
ン
タ
ー
東
葛
飾
支
所
☎

０
４（
７
１
９
１
）０
０
５
０
）

千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

動
物
愛
護
事
業
を
開
催
し
ま
す
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問
い
合
わ
せ

◆
印
は
市
役
所
各
担
当
課
へ

◇
印
は
各
施
設
へ

＊
相
談
は
無
料
。
特
に
記
載
の

な
い
場
合
は
、
予
約
不
要
。

＊
ミ
レ
セ
ン
→
ミ
レ
ニ
ア
ム
セ

ン
タ
ー
佐
倉 

志
津
コ
ミ
セ
ン
→

志
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー  

社
福
セ
ン
→
市
役
所
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー 

西
部
セ
ン
→
西
部
地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー  

南
部
セ
ン

→
南
部
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

年
金
・
法
律
な
ど

◆
税
務
相
談
─
市
民
税
課 

４
日

㈮ 

ミ
レ
セ
ン 

午
前
10
時
～
午
後

３
時
（
受
付 

午
後
２
時
45
分
ま

で
） 

※
定
員
12
人

◆
年
金
相
談
─
市
民
課 

23
日
㈬ 

ミ
レ
セ
ン 

午
前
10
時
～
正
午
・
午

後
１
時
～
３
時 

※
年
金
定
期
便
・

振
込
通
知
書
な
ど
持
参

◆
法
律
・
人
権
・
行
政
相
談 

15
日

㈫
・
22
日
㈫
・
31
日
㈭ 

ミ
レ
セ
ン 

午
前
10
時
～ 

※
予
約
優
先
。
当
日

会
場
申
し
込
み
可（
受
付 

午
前
９

時
30
分
～
午
後
２
時
） 

※
自
治
人

権
推
進
課
☎（
４
８
４
）
６
１
２

８

◇
司
法
書
士
相
談（
少
額
訴
訟
・
多

重
債
務
・
相
続
・
登
記) 
９
日
㈬
・

23
日
㈬
午
後
６
時
～
８
時（
受
付 

午
後
７
時
30
分
ま
で
） 

ミ
レ
セ
ン 

千
葉
司
法
書
士
会
佐
倉
支
部
・
立

花
☎
０
９
０（
４
５
３
１
）８
４
９

５◇
行
政
書
士
相
談（
要
予
約
） 

相

続
・
遺
言
・
成
年
後
見 

19
日
㈯

午
後
１
時
30
分
～
４
時 

ミ
レ
セ
ン 

行
政
書
士
佐
倉
市
民
相
談
室
☎
０

４
７
６（
３
７
）８
６
４
２

生
活

◇
生
活
困
窮
に
関
す
る
総
合
相
談

平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分 

市
役
所【
暮
ら
し
と
仕
事
の

相
談
】
☎（
３
０
９
）５
４
８
３

◇
消
費
生
活
相
談 

平
日
・
19
日
㈯

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～

４
時 

ミ
レ
セ
ン
☎（
４
８
３
）
４

９
９
９

◇
女
性
の
た
め
の
相
談（
要
予
約
）

11
日
㈮
・
25
日
㈮
午
前
10
時
～
午

後
４
時
、
18
日
㈮
午
後
２
時
～
８

時 

ミ
ウ
ズ
☎（
４
６
０
）
２
５
８

０ ◆
結
婚
相
談 

10
日
㈭
・
20
日
㈰
・

26
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後
３
時 

ミ

レ
セ
ン 

─
地
域
創
生
課
☎（
４
８

４
）６
７
４
８

◆
住
宅
増
改
築
修
繕
相
談
─
住
宅

課
受
付
、
協
力
団
体
へ
連
絡 

平
日

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

◆
交
通
事
故
相
談
─
９
日
㈬
・
16

日
㈬ 

ミ
レ
セ
ン 

※
要
予
約 

道
路

維
持
課
☎（
４
８
４
）６
１
３
０

◆
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
健
康

相
談
─
９
日
㈬
・
16
日
㈬
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分 

佐
倉
市
役
所 

※
要
予
約 

健
康
保
険
課
☎（
４
８

４
）６
６
０
４

◇
外
国
人
の
た
め
の
生
活
相
談

火
木
ス
ペ
イ
ン
語
・
英
語
・
中
国

語 

午
前
10
時
～
正
午
・
午
後
１
時

～
４
時 

佐
倉
国
際
交
流
基
金
☎

（
４
８
４
）
６
３
２
６ 
※
面
談
の

場
合
は
前
日
ま
で
に
要
予
約 

◇
障
害
者
差
別
に
関
す
る
相
談

平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時 

印
旛

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
☎（
４
８

６
）
５
９
９
１
、
平
日
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分 

障
害
福
祉

課
☎（
４
８
４
）６
１
３
７

◆
物
忘
れ
相
談
─
21
日
㈪
午
後
２

時
～
４
時 

西
志
津
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー 

※
前
日
ま
で
に
予
約 

高
齢

者
福
祉
課
☎（
４
８
４
）６
３
４
３

◇
精
神
障
害
者
相
談（
要
予
約
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時 

レ
イ
ン

ボ
ー
☎（
４
６
３
）１
１
２
８

子
ど
も
・
育
児
・
教
育

◆
家
庭
児
童
相
談（
虐
待
・
Ｄ
Ｖ

な
ど
の
相
談
）
─
児
童
青
少
年
課 

平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

（
訪
問
可
）

◇
電
話
育
児
相
談（
０
歳
～
就
学

前
の
乳
幼
児
に
関
す
る
相
談
）各
保

育
園 

平
日
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
佐　

倉
☎（
４
８
１
）
１
７
４
１

▼
南
志
津
☎（
４
６
０
）
２
０
２
０

▼
志　

津
☎（
４
６
３
）
２
４
６
６

▼
北
志
津
☎（
４
８
７
）８
５
１
１

▼
臼　

井
☎（
４
８
７
）
３
７
２
５

▼
根　

郷
☎（
４
８
５
）
２
３
３
０

▼
馬　

渡
☎（
４
９
８
）
０
０
４
２

─
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
日
以
外

午
前
10
時
～
午
後
５
時 

た
だ
し
第

２
水
は
午
後
１
時
～
５
時

▼
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
☎（
４

６
０
）２
０
４
０

◇
こ
と
ば
の
相
談（
要
予
約
・
電

話
相
談
可
）お
子
さ
ん
の
こ
と
ば
、

き
こ
え
、
そ
の
他
の
発
達
に
関
す

る
相
談 
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分 

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

☎（
４
８
５
）６
７
１
２

◇
就
学
相
談（
要
予
約
）
心
身
に

障
害
を
も
つ
お
子
さ
ん
の
就
学
な

ど
教
育
に
関
す
る
相
談 
平
日
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分 
教
育

セ
ン
タ
ー
☎（
４
８
６
）２
４
０
０

◇
教
育
電
話
相
談 

家
庭
や
学
校
な

ど
教
育
に
関
す
る
電
話
相
談 

平
日

午
前
９
時
～
午
後
４
時 

ヤ
ン
グ
プ

ラ
ザ
☎（
４
８
４
）６
６
１
１

職
業

◇
職
業
相
談 

平
日
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時 

ミ
レ
セ
ン
☎（
４
８

３
）３
１
８
０

◇
若
者
就
労・進
路
相
談（
要
予
約
）

８
日
㈫
午
前
10
時
～
午
後
５
時 

ミ
レ

セ
ン 

15
～
40
歳
未
満
で
自
立（
就
労
）

に
悩
み
を
抱
え
て
い
る
若
者
ま
た
は

保
護
者 

ち
ば
北
総
地
域
若
者
サ
ポ
ス

テ
☎
０
４
７
６（
２
４
）
７
８
８
０

◇
発
明
・
特
許
相
談（
要
予
約
）

9
日
㈬
・
16
日
㈬
午
前
10
時
～
午

後
４
時（
１
件
60
分
）佐
倉
商
工
会

議
所
☎（
４
８
６
）２
３
３
１

社
会
福
祉
協
議
会
の
福
祉
相
談

◇
心
配
ご
と
相
談

午
前
10
時
～
午
後
３
時 

毎
週
月
社
福
セ
ン

☎（
４
８
４
）６
１
９
９

第
１
・
３
水
西
部
セ
ン

☎（
４
６
３
）４
４
３
３

第
２
・
４
金
南
部
セ
ン

☎（
４
８
３
）７
２
１
１

◇
法
律
相
談 

28
日
㈪
午
前
10
時
～

午
後
３
時（
当
日
午
前
９
時
～ 

先

着
順
、
８
人
ま
で
）  

社
福
セ
ン

◇
介
護
生
活
相
談
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
相
談 

平
日
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時 

社
福
セ
ン 

▼
介
護
生
活

相
談
☎（
４
８
４
）
６
１
９
６ 

▼

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
☎（
４
８
４
）

６
１
９
８

◇
成
年
後
見
に
関
す
る
専
門
相
談 

（
司
法
書
士
に
よ
る
）
７
日
㈪
午
前

９
時
～
午
後
３
時  

ミ
レ
セ
ン 

※

電
話
ま
た
は
面
接
で 

☎（
４
８
４
）

０
６
９
８

●
２
０
１
９
わ
く
わ
く
本
の
福
袋

　

２
～
４
冊
入
り
の
本
の
福
袋
を

貸
し
出
し
し
ま
す
。
ど
ん
な
本
が

入
っ
て
い
る
か
は
、
借
り
て
か
ら

の
お
楽
し
み
！　

　

臼
井
公
民
館
図
書
室
で
も
借
り

ら
れ
ま
す
。

日
時　

１
月
５
日
㈯
午
前
９
時
～ 

な
く
な
り
次
第
終
了

申
し
込
み
不
要

対
象　
２
歳
～
小
学
校
低
学
年

●
子
育
て
応
援
！ 

赤
ち
ゃ
ん
広
場

　

１
月
の
テ
ー
マ
《
新
年
お
め
で

と
う
！
》

日
時　

１
月
11
日
㈮
午
前
10
時
30

分
～
11
時
30
分　

要
申
し
込
み

内
容　
テ
ー
マ
に
関
す
る
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
、
手
遊
び
、
交
流
タ

イ
ム
（
質
問
な
ど
） 

対
象　
乳
幼
児
と
保
護
者 

定
員　
10
組（
先
着
順
）

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
来
館
で

（
当
日
の
午
前
９
時
～
）

●
え
ほ
ん
の
お
は
な
し
会

日
時　

１
月
９
日
㈬
・
23
日
㈬
各

回
午
前
10
時
30
分
～
11
時（
両
日

と
も
内
容
同
じ
） 

要
申
し
込
み 

内
容　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
手

遊
び 

対
象　
２
～
３
歳
児
と
保
護
者 

定
員　
各
15
組（
先
着
順
）

申
し
込
み　
電
話
ま
た
は
来
館
で

■
１
月
の
人
形
劇（
申
し
込
み
不
要
）

「
て
ぶ
く
ろ
」（
幼
児
向
け
）ほ
か

▼
18
日
㈮
午
前
10
時
30
分
～ 

臼
井

公
民
館 

▼
19
日
㈯
午
前
11
時
～ 

佐
倉
図
書
館 

▼
24
日
㈭
午
前
10
時

30
分
～ 

佐
倉
南
図
書
館

「
三
び
き
の
こ
ぶ
た
」ほ
か

▼
17
日
㈭
午
後
３
時
30
分
～ 

西
志

津
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

佐
倉
南
図
書
館

今
月
の
休
館
日 

１
日
㈫
～
４
日
㈮
・
７
日
㈪
・

15
日
㈫
・
21
日
㈪
・
28
日
㈪

▼
蔵
書
点
検
な
ど
の
た
め
、
北

志
津
児
童
セ
ン
タ
ー
図
書
室
は

14
日（
月
・
祝
）・
22
日
㈫
～
25

日
㈮
も
休
館
し
ま
す

佐
倉
図
書
館☎（

４
８
５
）０
１
０
６

志
津
図
書
館☎（

４
８
８
）０
９
０
６

佐
倉
南
図
書
館

☎（
４
８
３
）３
０
０
０

臼
井
公
民
館
図
書
室

☎（
４
６
１
）６
２
２
４

志
津
図
書
館
志
津
分
館

☎（
４
６
１
）７
２
１
１

北
志
津
児
童
セ
ン
タ
ー
図
書
室

☎（
４
８
７
）６
７
８
８

志
津
図
書
館

お
は
な
し
き
ゃ
ら
ば
ん

16 日（第３水曜日）
八幡台（八幡台会館） 10:00～10:40
宮ノ台（井野中学校） 11:00～11:25
染井野（みずき公園） 15:15 ～15:45

８・22 日（第 2・４火曜日）
六崎（根郷角栄井戸作東公園脇）10:00～10:30
春　路（しろさわ公園） 10:45 ～11:15
城 （松ケ丘一号公園下） 14:35 ～15:05
大崎台（城堀公園） 15:30 ～16:00

９・23 日（第２・４水曜日）
藤治台（集会所脇） 10:00～10:30
白　銀（堀上公園） 10:55 ～11:35
江原台（健康管理センター） 15:15 ～15:45

移動図書館 さくらおぐるま号

❶
志
津
北
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎（
４
６
２
）９
５
３
１

❷
志
津
南
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

☎（
４
６
０
）７
７
０
０

❸
臼
井
・
千
代
田
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎（
４
８
８
）３
７
３
１

❹
佐
倉
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー   ☎（

４
８
８
）５
１
５
１

❺
南
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー   

☎（
４
８
３
）５
５
２
０

　

お
年
寄
り
や
そ
の
家
族
、
地
域
の
か
た
か
ら
の
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
に
対
応
す
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
。

　

相
談
に
は
、
保
健
師
・
社
会
福
祉
士
な
ど
の
専
門
家
が

対
応
し
ま
す
。

開
所
時
間　
日
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
） 午
前
８
時
30

分
～
午
後
６
時　
※
相
談
無
料

■
介
護
者
教
室

◆
ケ
ア
に
役
立
つ
福
祉
用
具
と
生
活
支
援
機
器

日 

１
月
23
日
㈬
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分　

場 

臼
井

公
民
館 

申 

問 

❸
臼
井
・
千
代
田

◆
か
か
り
つ
け
薬
局
と
上
手
に
向
き
合
う

日 

１
月
27
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分　

場 

は
ち

す
苑 

申 

問 

❺
南
部

■
と
し
と
ら
ん
塾

◆
ピ
ラ
テ
ィ
ス
で
骨
盤
底
筋
群
を
鍛
え
ま
し
ょ
う
！

日 

１
月
24
日
㈭
、
２
月
14
日
㈭
・
28
日
㈭
、
3
月
14
日
㈭

午
前
10
時
～
正
午　
場 

臼
井
公
民
館　
定 

25
人 

申 

問 

❸
臼
井
・
千
代
田

◆
始
め
よ
う
健
康
日
課
プ
ラ
ス
10

日 

１
月
31
日
㈭
、
２
月
14
日
㈭
・
28
日
㈭
、
3
月
14
日
㈭

午
後
1
時
30
分
～
３
時
30
分　
場 

ミ
レ
ニ
ア
ム
セ
ン
タ
ー

佐
倉　
定 

30
人　

申 

問 

❹
佐
倉

◆
延
ば
そ
う
健
康
寿
命～転

倒
し
な
い
た
め
の
身
体
づ
く
り
～

日 

２
月
６
日
㈬
・
13
日
㈬
・
20
日
㈬
午
前
10
時
～
正
午 

場 

南
部
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　
定 

25
人 

申 

問 

❺
南
部

高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

催
し
の
申
し
込
み
は
午
前
９
時
～
午
後
５
時　
い
ず
れ
も
無
料

佐
倉
図
書
館

☆20190101p08_09.indd   3 2018/12/20   13:48:45
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倉
次
亨

は
、
幕
末
、

佐
倉
藩
の
重

臣
と
し
て
活

躍
し
、
明
治

に
入
り
、佐
倉
で
製
茶
業
を
興
し
ま
す
。

「
佐
倉
茶
」は
全
国
的
に
知
ら
れ
、
輸

出
も
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
佐
倉

の
発
展
や
日
本
の
近
代
産
業
発
展
の
大

き
な
役
割
を
担
っ
た
功
労
者
で
す
。

●
幕
末
、
藩
の
重
役
と
し
て
奔
走

　
亨
は
、
25
歳
で
家
督
を
継
ぎ
、
元
治

元
年（
１
８
６
４
）、
藩
政
を
司
る
年

寄
役
に
就
き
ま
し
た
。
幕
末
に
、
水
戸

の
天
狗
党
と
呼
ば
れ
る
尊
王
攘
夷
の
過

激
派
が
乱
を
起
こ
し
た
時
に
は
、
藩
の

総
指
揮
官
と
し
て
兵
を
率
い
、
戊
辰
戦

争
の
際
は
、
堀
田
家
と
佐
倉
藩
士
を
守

る
た
め
に
奔
走
し
ま
し
た
。

●
製
茶
業
を
立
ち
上
げ

　

明
治
４
年（
１
８
７
１
）、
旧
藩
士

た
ち
の
た
め
、
西
村
茂
樹
の
呼
び
か
け

の
も
と
、
製
茶
業
の
会
社「
佐
倉
同
協

社
」を
立
ち
上
げ
ま
す
。
同
社
社
長
と

し
て
、
仲
間
と
と
も
に
政
府
か
ら
払
い

下
げ
ら
れ
た
荒
地
を
開
墾
。
富
山（
現

在
の
八
街
市
）の
農
場
で
、
製
茶
を
行

い
ま
し
た
。

　

同
８
年（
１
８

７
５
）、初
め
て
お

茶
の
摘
み
取
り
に

成
功
し
ま
す
。
こ

れ
が「
佐
倉
茶
」

の
始
ま
り
で
す
。

　

同
協
社
で
は
、

医
学
塾「
順
天
堂
」の
２
代
堂
主
・
佐

藤
尚
中
の
子
で
あ
る
佐
藤
百
太
郎
の
協

力
の
下
、
米
国
に
茶
葉
を
輸
出
す
る
な

ど
の
事
業
展
開
を
み
せ
ま
し
た
。

幕
末
・
明
治
の
激
動
を
乗
り
越
え
た
城
下
町
・
佐
倉

近
代
の
佐
倉
で
歴
史
を
紡
い
だ
先
覚
者

新
た
な
産
業
を
興
し
、
佐
倉
の
発
展
や
日
本
の
近
代
化
に
貢
献
し
た
事
業
家

製
靴
や
耐
火
煉れ

ん

瓦が

製
造
の
基
礎
を
築
く

西
村 

勝か
つ
ぞ
う三

（
1836
〜
1907
）

　

日
本
で

初
め
て
靴

の
製
造
に

取
り
組
ん

だ
の
が
西
村
勝
三
で
す
。「
明
治
の
工

業
の
父
」
と
も
称
さ
れ
、
西
洋
ガ
ラ
ス

や
耐
火
煉
瓦
の
製
造
な
ど
、
多
様
な
事

業
を
手
掛
け
ま
し
た
。

●
幕
末
に
脱
藩
し
、
商
人
に
転
身

　
佐
倉
藩
士
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
西

村
茂
樹
を
兄
に
持
つ
勝
三
は
安
政
２
年

（
１
８
５
５
）、
佐
倉
藩
の
支
藩
・
佐
野

藩
で
、
藩
士
た
ち
に
砲
術
を
指
導
す
る

立
場
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
武
士
と
し
て
で
は
な
く
、
商

人
と
し
て
日
本
の
役
に
立
ち
た
い
と
決
意

し
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
す
。

●
洋
靴
の
製
造
へ

―
佐
倉
の
製
靴
業
も
支
援

　

明
治
３
年（
１
８
７
０
）、
政
府
の

役
人
で
あ
っ
た
大
村
益
次
郎
か
ら
の
要

請
を
受
け
て
勝
三
は
、
東
京
・
築
地
に

「
伊
勢
勝
造
靴
場
」を
開
き
ま
す
。
日

本
人
の
足
に
合
う
軍
靴
を
開
発
・
製
造

す
る
と
と
も
に
、
メ
リ
ヤ
ス
靴
下
の
製

造
に
も
取
り
組
み
ま
す
。
創
業
２
年
目

に
は
、
一
般
紳
士
・
婦
人
・
子
ど
も
用

の
靴
の
製
造・販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
兄
・
茂
樹
の
依
頼
で
、
佐

倉
に
開
設
さ
れ
た
製
靴
工
場「
相
済
社
」

に
教
師
を
派
遣
。
伝
習
生
と
し
て
靴
を

製
造
す
る
佐
倉
藩
士
を
支
援
し
ま
し
た
。

●
耐
火
煉
瓦
の
製
造
所
を
設
立

―
東
京
駅
の
赤
煉
瓦
を
製
造

　
勝
三
は
、
西
洋
文
明
を
学
ん
だ
知
識

を
、
近
代
日
本
の
産
業
発
展
に
生
か

し
ま
す
。
初
代
東
京
駅
の
赤
煉
瓦
を

製
造
し
た
品
川
白
煉
瓦
製
造
所（
現
・

品
川
リ
フ
ラ
ク
ト
リ
ー
ズ
株
式
会
社
）

を
設
立
し
、明
治
８
年（
１
８
７
５
）に
、

耐
火
煉
瓦
の
製
造
に
成
功
。
後
に
東

京
駅
の
赤
レ
ン
ガ
も
製
造
し
ま
す
。

同
21
年
、
西
洋
ガ
ラ
ス
を
用
い
た
ビ
ー

ル
瓶
の
大
量
生
産
を
実
現
し
ま
す
。

●
現
在
へ
続
く
会
社
へ

　
伊
勢
勝
造
靴
場
は
明
治
17
年（
１
８

８
４
）、「
佐
倉
」と
桜
の
花
か
ら
名
前

を
と
っ
て
桜
組
と
改
称
し
ま
す
。
同

35
年
に
は
、日
本
製
靴
株
式
会
社
（
現・

株
式
会
社
リ
ー
ガ
ル
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
）と
な
り
、
勝
三
の
モ
ノ
づ
く

り
へ
の
情
熱

や
開
拓
者
精

神
は
今
に
引

き
継
が
れ
て

い
ま
す
。

●
相
済
社
で
学
ん
だ
大
塚
岩
次
郎

　

相
済
社
で
靴
造
り
を
学
び
、
明
治

天
皇
に
靴
を
献
上
し
た
旧
佐
倉
藩
士

の
大
塚
岩
次
郎
は
、
後
に
大
塚
製
靴

株
式
会
社
を
興
し
て
い
ま
す
。

西
村 

茂し
げ

樹き

（
1828
〜
1902
）

倉く
ら
な
み次 

亨と
お
る（

1829
〜
1905
）

旧
藩
士
の
た
め
に
製
茶
業
を
興
し
た
功
労
者

佐
倉
に
産
業
を
興
し
た
中
心
人
物
と
し
て
活
躍

　
藩
校「
成
徳
書
院
」（
現・

佐
倉
高
校
）
は
、
文
学
、

算
学
、
兵
学
、
武
芸
、
医

学
な
ど
を
幅
広
く
学
べ

る
学
問
所
で
し
た
。
優

秀
な
人
材
を
多
数
、
世

に
送
り
出
し
ま
し
た
。

成
徳
書
院
跡
（
市
民
体
育
館
前
）

⬆ 西村勝三の銅
像（市民体育館前）

　
日
本
は
、
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
、
開
国
、
江
戸
幕
府
の
崩
壊
、
明
治
維
新
、
文
明
開
化
と
激
動
の
時
代
を
迎
え
、

人
々
の
生
活
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　
佐
倉
城
の
開
城
、
新
政
府
へ
の
恭
順
、
廃
藩
を
経
験
し
た
旧
佐
倉
藩
士
た
ち
は
、
大
き
く
変
化
す
る
地
域
や
仲

間
た
ち
の
た
め
に
奔
走
し
ま
す
。
彼
ら
の
活
躍
に
よ
り
、
近
代
化
を
迎
え
た
佐
倉
に
お
い
て
も
城
下
町
と
し
て
の

歴
史
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
紡
が
れ
て
い
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

西
村
茂

樹
は
、
日

本
に
欧
米

の
諸
制
度

や
思
想
を
紹
介
し
、
封
建
的
な
考
え
方

を
批
判
し
ま
す
。
一
方
で
、
古
来
か
ら

の
道
徳
観
が
廃
れ
る
こ
と
に
危
機
感
を

抱
き
、
道
徳
教
育
を
広
め
る「
日
本
弘

道
会
」を
興
し
た
思
想
家
で
す
。
明
治

初
期
は
、
佐
倉
に
近
代
産
業
を
興
す
た

め
に
尽
力
し
ま
し
た
。

●
重
臣
と
し
て
藩
主
・
正
睦
を
補
佐

　
茂
樹
は
江
戸
で
生
ま
れ
、
10
歳
か
ら

佐
倉
の
藩
校・成
徳
書
院
で
学
び
ま
す
。

嘉
永
４
年
（
１
８
５
１
）
に
は
、
兵
学

者
・
朱
子
学
者
の
佐
久
間
象
山
か
ら
西

洋
砲
術
や
兵
法
を
学
び
、
そ
の
後
、
藩

主
・
堀
田
正
睦
を
支
え
、
米
国
と
の
外

交
交
渉
も
補
佐
し
ま
し
た
。

●
佐
倉
に
産
業
を
興
す
旗
振
り
役

  

明
治
に
入
る
と
、
佐
倉
県
の
大
参
事

（
現
在
の
副
知
事
）に
任
ぜ
ら
れ
ま
す
。

茂
樹
は
、
旧
藩
士
へ
の
就
労
支
援
の
た

め
、
佐
倉
に
産
業
を
興
す
中
心
的
役
割

を
担
い
ま
し
た
。

●
西
洋
文
明
を
受
け
入
れ
つ
つ
、日
本
の

道
徳
教
育
の
道
し
る
べ
を
示
す

　

茂
樹
は
明
治
６
年（
１
８
７
３
）、

森
有
礼
や
福
沢
諭
吉
ら
と
日
本
初
の
啓

蒙
学
術
団
体
・
明
六
社
を
興
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
同
９
年（
１
８
７
６
）に

は
東
京
修
身
学
社
を
設
立
し
、
全
国
で

道
徳
を
広
め
る
活
動
を
展
開
し
ま
し

た
。
こ
の
学
社
は
現
在
、
道
徳
教
育
を

広
げ
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
「
日
本
弘

道
会
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

修し
ゅ
う

静せ
い

居き
ょ

跡（
武
家
屋
敷
通
り
）

　

茂
樹
が
寄
留
し
た
書
室

「
修
静
居
」
の
跡
近
く
に
立

つ
。
こ
こ
で
「
校
正 

萬
国

史
略
」（
西
洋
史
の
教
科
書
）

を
編
さ
ん
し
ま
し
た
。

明治 7年に米国人アップ・ジョン
ズ氏が佐倉同協社を視察した様子
の額図（㈱小川園蔵。同社佐倉本
店に飾ってあります）

　靴の日は、勝三が「伊
勢勝造靴場」を東京に
開設した３月 15 日に
ちなんだものです。
　生涯を通して靴業界
の発展に尽力した勝三
の功績が認められ、東
京靴同業組合が昭和７
年に制定しました。

靴の記念日
３月 15 日

問い合わせ　広報課☎（４８４）６１０１

➡ 

同
協
社
で
使
用

さ
れ
て
い
た
茶
つ
ぼ

（
㈱
小
川
園
蔵
）

（個人蔵）
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今
に
続
く
教
育
の
礎
を
築
く

　
日
本
の
近

代
洋
画
を
代

表
す
る
画
家

で
あ
る
浅
井

忠
は
、
世
界

中
か
ら
高
い

評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
多
く
の
作
品

を
残
し
、次
の
時
代
の
洋
画
家
を
育
て
、

日
本
洋
画
界
の
基
礎
を
築
き
ま
し
た
。

●
幼
少
よ
り
日
本
画
を
学
ぶ

　
幕
末
に
、
佐
倉
藩
の
重
臣
の
家
に
生

ま
れ
た
忠
は
、
成
徳
書
院
で
四
書
五
経

や
武
芸
な
ど
を
学
ぶ
か
た
わ
ら
、
13
歳

こ
ろ
か
ら
、
黒
沼
槐
山
か
ら
花
鳥
画
な

ど
の
手
ほ
ど
き
受
け
ま
す
。
忠
の
絵
師

と
し
て
の
号
「
槐
庭
」は
、
師
・
槐
山

か
ら
１
字
を
授
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

●
近
代
洋
画
の
発
展
へ

　

明
治
９
年（
１
８
７
６
）、
工
部
美

術
学
校
に
入
学

し
ま
す
。
イ
タ

リ
ア
人
画
家

ア
ン
ト
ニ
オ
・

フ
ォ
ン
タ
ネ
ー

ジ
に
師
事
し
、

西
洋
画
の
基
本

か
ら
応
用
ま
で

を
学
び
、
本
格

的
に
才
能
を
開

花
さ
せ
ま
す
。

同
22
年（
１
８

８
９
）
に
は
、

明
治
洋
画
の
先
駆
者

浅
井 

忠ち
ゅ
う（

1856
〜
1907
）

　

佐
倉
出
身

の
高
僧
・
石

川
照
勤
は
、

成
田
山
新
勝

寺
の
第
15
世

貫か
ん

首す
（
※
）
を

務
め
ま
し
た
。
成
田
山
経
営
の
学
校
や

図
書
館
を
つ
く
り
、
地
域
の
文
化
や
教

育
の
振
興
に
心
血
を
注
ぎ
ま
す
。

●
幅
広
い
学
問
を
修
め
る

　

明
治
２
年
（
１
８
６
８
）、
坂
戸
村

（
現
・
佐
倉
市
坂
戸
）に
生
ま
れ
た
照

勤
は
、
10
歳
の
こ
ろ
に
半
年
間
、
直
弥

の
宝
金
剛
寺
で
修
行
し
ま
す
。

　
同
16
年（
１
８
８
３
）
か
ら
、
京
都

で
僧
と
し
て
修
学
。
そ
の
後
、
東
京
の

私
塾
・
同
人
社
や
哲
学
館
（
現
・
東
洋

大
学
）で
西
洋
の
文
化
や
教
育
、
哲
学

な
ど
、
幅
広
い
分
野
の
学
問
や
見
識
を

深
め
ま
す
。

●
欧
米
留
学
と
成
田
山
五
大
事
業

　
明
治
27
年（
１
８
９
４
）、24
歳
の
若

さ
で
成
田
山
新

勝
寺
の
貫
首
と

な
り
、
同
31
年

か
ら
約
２
年
間
、

欧
米
に
留
学
し

ま
す
。
照
勤
は

留
学
に
先
立
ち

「
世
界
に
向
け
、

志
を
大
き
く
持
つ
よ
う
に
」と
の
言
葉

を
残
し
て
い
ま
す
。

　
留
学
先
で
は
、
各
国
の
宗
教
の
状
況

を
視
察
し
、
教
育
・
文
化
・
経
済
な
ど

の
分
野
に
つ
い
て
も
見
識
を
広
め
て
帰

国
。
そ
の
成
果
を
、
成
田
山
の
振
興
を

は
じ
め
、
地
域
の
教
育
・
福
祉
・
文
化

事
業
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

　
留
学
を
通
じ
て
教
育
の
重
要
性
を
痛

感
し
た
照
勤
は
帰
国
後
、
成
田
図
書
館

（
現
・
成
田
山
仏
教
図
書
館
）、
成
田

幼
稚
園
、
成
田
山
女
学
校（
後
に
成
田

高
校
に
統
合
）、
成
田
山
感
化
院（
現
・

成
田
学
園
）
を
開
設
し
ま
す
。
こ
れ
ら

の
事
業
は
、
明
治
31
年に
開
設
し
た
成

田
中
学
校
（
現
・
成
田
高
校
）と
合
わ

せ
て
、
成
田
山
五
大
事
業
と
呼
ば
れ
、

現
在
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
※
）
貫
首
…
住
職
に
あ
た
る
役
職

石
川 

照し
ょ
う
き
ん勤（

1869
〜
1924
）

地
域
の
文
化
・
教
育
事
業
に
尽
力

時
代
を
作
品
に
映
し
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
躍

⬆ 「花園口上陸図」（1894-95）《市立美術館蔵》
記者として日清戦争に従軍し、戦場を絵に表した

　
槐
山
も
谷
文
晁
の
弟
子
で
、
鯉
の
絵

で
名
声
を
得
ま
し
た
。
浅
井
忠
の
画
才
を

見
出
し
、
絵
を
手
ほ
ど
き
し
て
い
ま
す
。

●
鯉
の
絵
に
代
表
さ
れ
る
花
鳥
図

　
槐
山
の
絵
は
、
筆
数
の
少
な
い
枯
淡

な
花
鳥
図
が
多
く
、
文
人
画
的
と
も
い

わ
れ
ま
す
。
鯉
の
絵
の
腕
前
は
、
江
戸

の
絵
師
を
も
う
ら
や
ま
し
が
ら
せ
た
と

い
う
逸
話
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

安
政
３
年（
１
８
５
６
）に
は
、
佐

倉
藩
士
と
し
て
藩
の
蝦
夷
地
踏
査
に
同

行
し
、
現
地
の
様
子
を
絵
で
記
録
し
て

い
ま
す
。　

少
年
期
の
浅
井
忠
に
絵
を
指
南

黒
沼 

槐か
い
ざ
ん山

（
1824
〜
1891
）

香
川 

松し
ょ
う

石せ
き

（
1845
〜
1911
）

書
道
教
育
を
全
国
に
広
め
た
書
家

　

香
川
松
石
は
、

習
字
教
科
書
を
編

集
し
、
そ
の
書
は

全
国
の
学
校
で
書

道
教
育
の
手
本
に

な
り
ま
し
た
。

●
小
学
校
に
書
道
の
共
通
教
科
書
を

　
松
石
は
、
幼
少
時
か
ら
成
徳
書
院
で

書
道
を
学
ん
だ
後
、
江
戸
で
漢
字
と
書

道
を
学
ん
で
い
ま
す
。
当
時
、
日
本
で

統
一
さ
れ
た
書
の
手
本
や
教
科
書
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
初
の
小
学
校
の
習

字
教
科
書
は
、
松
石
が
明
治
15
年（
１

８
８
２
）に
刊
行
し
た「
楷
書
千
字
文
」

で
す
。
松
石
は
そ
の
後
も
８
０
０
冊
以

上
の
教
科
書
を
編
集
し
、
全
国
の
書
道

教
育
の
定
着
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
現

在
使
わ
れ
て
い
る
「
楷
書
体
」も
こ
の

教
科
書
に
基
づ
く
も
の
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

➡ 

「
鯉
図
」《
市
立
美
術
館
蔵
》

　
真
言
宗
の
お
寺
で

す
。
安
土
・
桃
山
時

代
、
岩
富
城
主
・
北

条
氏
勝
の
帰
依
に
よ

り
、
地
域
の
中
心
寺

院
と
な
り
ま
し
た
。

宝
金
剛
寺
（
直
弥
）

　
晁
采
は
、
関
東
南
画
の
大
成
者
・
谷

文
晁
の
弟
子
で
す
。
画
業
と
は
別
に
本

職
を
持
ち
つ
つ
、絵
画
を
学
び
ま
し
た
。

●
書
道
や
絵
画
で
の
才
能
を
発
揮

　
晁
采
は
、
佐
倉
藩
で
は
書
記
に
関
す

る
職
を
歴
任
し
ま
し
た
。
天
保
８
年（
１

８
３
７
）に
は
、成
徳
書
院
の
書
学（
書

道
）
所
で
書
を
教
え
て
い
ま
す
。

書
や
絵
画
の
才
で
藩
に
仕
え
る

尾
手 

晁ち
ょ
う
さ
い采

（
1800
頃
〜
1858
）

⬆ 「田植之図」（1851 年）。晁采の絵師としての
力量が認められた時期の作品。《個人蔵》

成田山新勝寺

蝦
夷
地
踏
査
を
絵
で
記
録

今
村 

治じ

郎ろ

橘き
つ

（
1827
〜
1919
）

　

治
郎
橘
は
槐
山
と
同
様
、
藩
の
蝦

夷
地
踏
査
に
同
行
し
、
蝦
夷
地
地
図

の
模
写
を
残
し
て
い
ま
す
。

●
蝦
夷
地
で
日
記
を
残
す

　
安
政
４
年（
１
８
５
７
）の
蝦
夷
地
踏

査
を
記
録
し
た
治
郎
橘
の
日
記
に
は
、

絵
具
代
が
藩
か
ら
支
給
さ
れ
た
こ
と
が

記
さ
れ
、
仕
事
と
し
て
描
い
た
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
模
写
し
た
地
図
に
は
治

郎
橘
の
号「
美
山
」を
記
し
て
い
ま
す
。
➡ 

治
郎
橘
が
写
し
た
「
蝦
夷
闔
境
輿
地
全
図
」

（
１
８
５
７
年
）《
個
人
蔵
。
市
寄
託
》

忠
は
国
内
初
の
洋
画
団
体「
明
治
美
術

会
」
の
創
立
に
参
加
し
、
洋
画
界
の
中

心
的
存
在
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

　
明
治
美
術
会
の
流
れ
を
く
む
太
平
洋

美
術
会
は
一
世
紀
以
上
の
歴
史
が
あ

り
、優
れ
た
作
家
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

高
円
宮
妃
久
子
殿
下
は
同
会
主
催
の
公

募
展
を
、
毎
年
の
よ
う
に
観
覧
さ
れ
、

第
１
１
０
回
記
念
展
に
は
油
絵
を
出
品

さ
れ
て
い
ま
す
。
久
子
殿
下
に
は
、
昨

年
佐
倉
で
、
ご
所
蔵
の
根
付
の
展
覧
会

や
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
仏
留
学
を
経
て
、
次
世
代
を
育
成

　
忠
は
東
京
美
術
学
校
（
現
・
東
京
芸

術
大
学
）の
教
授
を
経
て
同
33
年（
１

９
０
０
）
か
ら
２
年
半
、
フ
ラ
ン
ス
に

留
学
し
、
そ
の
後
の
作
風
に
大
き
な
影

響
を
与
え
ま
す
。

　

帰
国
後
は
、
京
都
高
等
工
芸
学
校

（
現
・
京
都
工
芸
繊
維
大
学
）の
教
授
と

し
て
西
洋
画
を
教
え
ま
す
。
さ
ら
に
自

ら
も
聖
護
院
洋
画
研
究
所（
現
・
関
西

美
術
院
）を
開
設
し
、
佐
倉
出
身
で
忠

の
従
弟
の
都
鳥
英
喜
ら
が
教
授
に
あ
た

り
、
梅
原
龍
三
郎
や
安
井
曾
太
郎
な
ど
、

次
の
時
代
の
洋
画
家
を
育
て
ま
し
た
。

⬆ 「にわとり」（1902頃）
《市立美術館蔵》

　
一
方
で
、
絵
画
の
才
も
発
揮
。
同
10

年（
１
８
３
９
）に
は
、
藩
の
御
用
で

絵
画
制
作
を
依
頼
さ
れ
、
翌
年
、
画
道

に
精
進
せ
よ
、
と
お
達
し
を
受
け
る
腕

前
で
し
た
。
安
政
４
年（
１
８
５
７
）

に
は
、
京
都
嵯
峨
御
所
か
ら
高
位
の
絵

師
や
仏
師
な
ど
に
与
え
ら
え
る
僧
位
の

称
号
「
法ほ
う
げ
ん眼
」
を
授
か
り
ま
す
。

　
藩
主
・
堀
田
正
睦
の
息
女
・
於
益
の
嫁

入
り
道
具
の
屏
風
絵
も
描
い
て
い
ま
す
。

　
生
涯
に
６
度
改
名
し
ま
す
が
、
画
業

が
最
も
充
実
し
て
い
た
時
期
に
師
の
名

か
ら
１
字
を
採
っ
て
名
乗
り
、
弟
子
と

し
て
の
誇
り
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

公務としての作画
　佐倉藩には、絵画
をよくした藩士が幾
人かいたと伝わって
います。
　蝦夷地踏査の記録
に見られるように、絵
画の素養が求められ
る職務がありました。

（宝金剛寺蔵）

⬆ 「釣鐘弁慶」
（1902-1907）
《市立美術館蔵》
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佐
倉
七
福
神
巡
り

2019 年（平成 31 年）１月１日〈1300 号〉 イベント情報…12

京
成
佐
倉
駅 

…
10
分
… 

❶
甚じ

ん
だ
い
じ

大
寺
〈
毘

沙
門
天
〉
…
１
分
… 

❷
嶺れ

い
な
ん
じ

南
寺
〈
弁
財
天
〉

…
１
分
… 

❸
宗そ

う
え
ん
じ

圓
寺
〈
寿
老
人
〉
…
７
分

… 

❹
松し

ょ
う
り
ん
じ

林
寺
〈
毘
沙
門
天
〉
…
７
分
… 

❺

妙み
ょ
う
り
ゅ
う
じ

隆
寺
〈
大
黒
天
〉
…
15
分
… 

❻
麻ま

か

た
賀
多

神
社
〈
恵
比
寿
・
福
禄
寿
〉
…
12
分
… 

❼

大だ
い
し
ょ
う
い
ん

聖
院
〈
布
袋
尊
・
大
黒
天
〉
…
17
分
… 

Ｊ
Ｒ
佐
倉
駅

　
七
福
神
巡
り 

コ
ー
ス
例

（
徒
歩
約
１
時
間
半
）　 

問
佐
倉
七
福
神
会
事
務
局

☎
℻（
３
０
８
）
７
０
７
２

（
甘
味
処
い
ち
お
か
内
）

市政へのご意見を
ファクス・電子メールでも受け付けています。

メールアドレス hisyo@city.sakura.lg.jp
FAX 043（484）5151（市長室直通）

24 時間受付・年中無休（佐倉市管工事組合）
☎（485）8660

休日・夜間の水漏れは（緊急連絡）

 ●市役所児童青少年課☎（484）6263
 （土日祝・夜間）☎（484）1111
 ●子ども家庭 110番（24時間受付）
 （県中央児童相談所）☎（252）1152
 ●佐倉警察署（24時間受付）
 ☎（484）0110

児童虐待に関する連絡・相談ごみの出し方

廃食油 今月は  1/10 ㈭
※機械油は対象外です

乾電池 ※アルカリ・マンガン乾
電池のみ

【回収場所】▶市役所 ▶根郷 / 和田出
張所、弥富派出所 ▶志津市民プラザ ▶
ミレニアムセンター佐倉 ▶西志津 /千
代田・染井野ふれあいセンター ▶市
民音楽ホール ▶志津コミュニティセン
ター

【回収場所】▶市役所 ▶各出張所・派
出所 ▶志津市民プラザ ▶ミレニアム
センター佐倉 ▶西志津 /千代田・染
井野ふれあいセンター ▶志津コミュ
ニティセンター ▶佐倉 / 佐倉南図書
館 ▶ＪＲ佐倉駅前観光情報センター
問廃棄物対策課☎（484）6149

3・5回目の火曜日
1/15 ㈫・29㈫カン

2・4回目の火曜日
1/8 ㈫・22㈫ビン

2・4回目の木曜日
1/10 ㈭・24㈭

金属類・
小型家電

3・5回目の木曜日
1/17 ㈭・31㈭

うめたて
ごみ

問広報課映像広報班☎（484）6206

～ 6日㈰ あけまして
おめでとうございます

7日㈪～ 13日㈰
都市計画ってなあに？

　～住みやすい街に
　　　　 するために～

14日㈪～ 20日㈰ 空から見た佐倉

地上デジタル10 ch・デジタルCATV301ch

 ケーブルテレビで市政情報をお届けします！

〈あけましておめでとうございます〉
　新年最初の広報番組では、市長と議長
の年頭のご挨拶をお届けします。
　また、昨年 12月に行われた市内のア
マチュアオーケストラ、佐倉フィルハー
モニー管弦楽団の演奏会からクラシック
の名曲をお贈りします。

【１月の番組スケジュール】

毎日 放送
14：00～
22：00～
（各 30分）

▶今まで放送した番組のDVDは図書館（志津・
佐倉南）、各公民館にあります。

▶番組の一部を YouTube 佐倉市公
式チャンネルでもご覧いただけます。
http://www.youtube.com/user/TheSakuraCity

※
大
聖
院
の
大
黒
天
、
松
林
寺
の
毘

沙
門
天
は
秘
仏
の
た
め
、
ご
覧
に
な

れ
ま
せ
ん

ご
朱
印
紙
の
販
売

販
売
価
格　
４
０
０
円

販
売
場
所

▼
各
寺
社
（
下
記
マ
ッ
プ
❶
〜
❼
）

▼
手
づ
く
り
工
房
さ
く
ら（
１
月

１
日
㈫
〜
３
日
㈭
休
み
、
１
月
４

日
㈮
〜
10
日
㈭
営
業
、
月
曜
・
第

１
・
３
火
曜
休
み
）

▼
甘
味
処
い
ち
お
か（
１
月
１
日

㈫
〜
10
日
㈭
営
業
、
11
日
㈮
、
日

曜
・
祝
日
休
み
）

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

（
各
寺
社
は
午
後
４
時
ま
で
）

※
全
寺
社
の
朱
印
済
み
ご
朱
印
紙

（
２
０
０
０
円
）を
手
づ
く
り
工
房

さ
く
ら
・
甘
味
処
い
ち
お
か
で
販

売
し
て
い
ま
す

各
寺
社
で
の
ご
朱
印

期
間　

１
月
１
日
㈫
〜
10
日
㈭
、

毎
月
10
日

時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

費
用　

１
か
所
２
０
０
円（
大
聖

院
・
麻
賀
多
神
社
は
２
つ
の
ご
朱

印
で
３
０
０
円
）

※
各
寺
社
で
対
応
で
き
な
い
場
合

は
、手
づ
く
り
工
房
さ
く
ら
・
甘
味

処
い
ち
お
か
で
押
印
し
ま
す

七
福
神
巡
り
の
記
念
に
ご
朱
印
を

　
日
本
遺
産
「
北
総
四
都
市
江
戸
紀
行
・
江
戸
を
感
じ
る
北
総
の

町
並
み
」
に
認
定
さ
れ
た
町
を
、
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

➡
車
だ
ん
吉
さ
ん（
タ
レ
ン
ト
・
市
内
在
住
）

イ
ラ
ス
ト
の「
七
福
神
」

ご
朱
印
紙
に
押
印
さ

れ
た
か
た
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
（
各
寺
社
オ
リ

ジ
ナ
ル
、
無
く
な
り

次
第
終
了
）

缶
バ
ッ
ジ
プ
レ
ゼ
ン
ト

こども急病電話相談【小児】
夜 ☎♯8000【毎日受付】19：00～翌朝6：00

休日の急病は
（受診の際は保険証および子ども医療費助成

受給券をご持参ください）
休日当番医テレホンサービス

☎（484）2516
日曜・祝日・年末年始

８：30～ 22：00（自動音声による案内）
昼間の内科・外科・歯科、夜間の外科を案内
●当番医は市ホームページでお知らせしています
※年末年始の診療日
12月 29日㈯～平成 31年 1月 3日㈭

小児初期急病診療所（健康管理センター内）
☎（485）3355　※小児内科のみ
年中無休  受付 19：00～翌朝５：45

【日曜・祝日・年末年始は、
上記のほかに、9：00～ 16：45も受付】

※年末年始の診療日
12月 29日㈯～平成 31年 1月 3日㈭

休日夜間急病診療所（健康管理センター内）
 ☎（239）2020
日曜・祝日・年末年始

受付 19：00～ 21：45　内科・歯科
※年末年始の診療日
12月 29日㈯～平成 31年 1月 3日㈭

　　　救急安心電話相談【小児以外】
夜 ☎♯7009【毎日受付】18：00～23：00
日曜・祝日・年末年始・ゴールデンウィーク 9:00～23：00

佐倉市役所 〒 285─8501 千葉県佐倉市海隣寺町 97番地  ☎ 043（484）1111（代）http://www.city.sakura.lg.jp/
発行日／毎月 1日・15日　編集発行／佐倉市・広報課出版・平和・国際班☎ 043（484）6101・℻ 043（486）8720・ koho@city.sakura.lg.jp

古紙再生紙
植物油インキ使用

佐
倉
城
下
町

き
も
の
散
歩

日
程　

２
月
10
日
㈰
、
24
日
㈰
、
３
月
２
日

㈯
、
３
日
㈰
、
10
日
㈰
、
17
日
㈰
、
21
日

（
木・祝
）、
24
日
㈰
、
31
日
㈰
、
４
月
６
日
㈯
、

14
日
㈰
、
21
日
㈰

時
間　
午
前
10
時
〜　
要
申
し
込
み

場
所　
旧
平
井
家
住
宅
（
麻
賀
多
神
社
そ
ば
）

料
金（
１
人
分
）　

着
付
け
３
０
０
０
円
、
小

学
生
以
下
２
０
０
０
円
（
１
家
族
２
人
以

上
の
場
合
は
一
人
１
５
０
０
円
）、
着
物
持

参
着
付
け
２
５
０
０
円
、
着
物
着
用
参
加

１
５
０
０
円　

※
抹
茶
・
お
菓
子
・
記
念
写
真
付

申
し
込
み　

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ルsakuraichirizuka@

catv296.
ne.jp

で

受
付　

水
・
木
・
土
・
日
曜
日  

午
後
１
時

〜
３
時
30
分

◆
開
催
日
に
着
物
で
旧
堀
田
邸
、
武
家
屋
敷
、

佐
倉
順
天
堂
記
念
館
に
訪
れ
る
と
、
入
館
料

が
無
料
に
な
り
ま
す

問
い
合
わ
せ　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

佐
倉
一
里
塚

☎
℻
（
４
８
３
）
３
５
３
５

着
物
を
レ
ン
タ
ル
し
て
、
散
歩
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
御
朱
印
帳

５
０
０
冊
限
定
販
売

販
売
価
格  

一
冊
１
３
０
０
円

販
売
場
所 
▼
各
寺
社 

▼
手
づ
く
り

工
房
さ
く
ら 
▼
甘
味
処
い
ち
お
か

佐倉七福神オリジナル御朱印帳

「
ひ
よ
ど
り
坂
」（
場
所
：
城
内
町
）

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ト
ラ
ベ
ル
jp

「
旅
人
大
賞 Trend Spot 

A
w
ard 2018

」
特
別
賞
を
受
賞

フォト
便り

つぶやきなう♪
＠kamurochan

４コマ漫画
ふりむけば
カムロちゃん

キャラ紹介も
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